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「生成ＡＩ活用研修ガイドブック」は２つの種類があります。

生成AI活用研修ガイドブック

はじめよう！生成AI
～教職員による授業・校務での活用～

• 教職員が授業や校務で生成AIを活用することを目的
とした研修ガイドブックです。

• はじめて生成AIを活用する教職員にもわかりやすい
ように生成AIの基礎基本から解説しています。

生成AI活用研修ガイドブック

はじめよう！生成AI
～児童生徒による授業等での活用～

• 教員が授業等で児童生徒に生成AIを活用させること
を目的とした研修ガイドブックです。

• 児童生徒に生成AIを活用させるために必要な準備か
ら解説しています。
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• どちらのガイドブックも、教職員を対象とした研修ガイドブックです。
• 基礎基本から学べ、豊富な活用事例を掲載していることが特徴です。
• 最初にガイドブック①から御覧下さい。

ガイドブック① ガイドブック②

御覧のガイドブックは、こちらです。

どちらのガイドブックも
左の２次元コードから
ダウンロード可能です。

https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/aiguide.html
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はじめに

•本ガイドブックは、「生成AI活用研修ガイドブック はじめよ
う！生成AI～教職員による授業・校務での活用～」（以下「ガ
イドブック教職員活用編」という）に続く、生成AIに関する教
員用研修ガイドブックの第２弾です。

ガイドブック名称
本ガイドブックでの

略称
対象 目的

生成AI活用研修ガイドブック
はじめよう！生成AI
～児童生徒による授業等での活用～

本ガイドブック 教員 教員が授業等で児童生徒
に生成AIを活用させるこ
とを推進する

（第１弾）
生成AI活用研修ガイドブック
はじめよう！生成AI
～教職員による授業・校務での活用～

ガイドブック教職員活
用編

教職員 教職員の生成AIの理解と
導入を推進する
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このガイドブックの使い方

•本ガイドブックの利用対象者は、教員です。

•本ガイドブックの活用前に、「ガイドブック教職員活用編」を
御覧になり、学校において生成AIを活用する際に必要な知識等
を確認して下さい。

•児童生徒に生成AIを活用させるためには、保護者の承諾書を必
要とします。各学校設置者（教育委員会等）のルール等を遵守
の上、進めてください。

•本ガイドブックで取り上げている事例等は一例です。児童生徒
の発達段階や生成AIの活用状況、学習指導要領の内容を踏まえ
て活用してください。
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第１章
準備をしよう
この章では、授業等で児童生徒に生成AIを活用させるための事前準備につ
いて学びます。
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生成AI活用の事前準備をする

授業等で児童生徒に生成AIを活用させるため、次の事項を確認
し、準備を進めましょう。

生成AI活用の確認事項 具体的な留意点

①
学校設置者である各自治体や教
育委員会のルールを確認する

• 利用開始までの手順や利用上のルール等
を守っているか

• 利用を許可されている生成AIか

②
生成AIサービスの利用規約を確認
する

• 利用可能な年齢か
• 保護者の同意が必要とされていないか

③ 経済的負担について確認する
• 費用負担は、学校か保護者か
• 保護者の経済的負担に十分配慮している
か
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学校設置者である各自治体や教育委員会のルールを確認する確認事項①

• 学校設置者である各自治体や教育委員会が制定している生成AIに関するルールを確認しましょう。

• ルールの存在の有無が分からない場合は、学校の情報化推進リーダーや管理職に聞いてみましょう。それでも分
からない場合は、管理職を通して学校設置者である教育委員会等に確認しましょう。

• 次のチェックシートを使って、調べたルールの理解を確認してみましょう。

主な確認ポイント 備考

□
学校設置者は、活用のルールを決めて
いるか。

ルールがない場合は、管理職等を通じて学校設置者に児童生徒に
利用させたい旨を連絡し、指示を受けましょう。

□
利用しようとしている生成AIは、学校
設置者によって児童生徒の利用が許可
されているか。

同じメーカーの生成AIでも許可されている場合とされていない場
合も想定されますので、注意が必要です。（例：GoogleのGemini
は許可されているが、Notebook LMは許可されていない）

□ 生成AI利用開始までの手続きはどうか。
学校からの学校設置者への届出や生成AIサービスの利用規約の確
認の他、生成AIの利用に関して保護者の同意等を求められる場合
が想定されます。

□ 生成AI利用開始後の手続きはどうか。
授業での活用前や活用後に、学校設置者への報告を求める場合が
想定されます。
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生成AIサービスの利用規約を確認する確認事項②

• 生成AIサービスの利用規約を確認しましょう。

• インターネット上には様々な情報がありますが、必ず最新の原典を確認するようにしましょう。

• 次のチェックシートを使って、調べた利用規約の理解を確認してみましょう。

主な確認ポイント 備考

□ 児童生徒の利用を許可しているか。 利用に年齢制限を設けていることが想定されます。

□ 保護者の同意を必要としているか。
利用にあたり、保護者の同意を必要とすることが想定されます。
学校設置者のルールも併せて確認しましょう。

□
入力した情報の取扱いはどうなるの
か。

入力した情報が、生成AIの学習に使われないかどうかを確認し
ましょう。学習に使われる場合、必要に応じて学習に使われな
いようにオプションを設定するようにしましょう。

□
出力された生成物の著作権はどうな
るのか。

特に生成物を一般公開するなど授業等以外で利用する場合に注
意が必要です。

□
定期的に利用規約を確認する体制を
整えたか。

生成AIサービスの利用規約は、頻繁に更新されることがありま
す。必ず一次情報を確認すると共に、定期的に再確認しましょ
う。
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経済的負担について確認する確認事項③

• 導入しようとしている生成AIの費用について確認しましょう。

• 無償で利用できるものでも、条件によっては有料になることもあります。

• 次のチェックシートを使って、調べた経済的負担の理解を確認してみましょう。

主な確認ポイント 備考

□
導入しようとしている生成AIは、費
用がかかるのか。

個人利用であれば無償で利用できる生成AIであっても、商業利用は
有料となることもあります。教育での利用を商業利用とするかど
うかは、提供者によって判断が異なることから、注意が必要です。

□
費用がかかる場合、費用負担は誰が
行うのか。

費用負担が発生する場合には、支払い方法や負担者について管理
職や学校設置者と確認した上で、それぞれの組織のルールに従い、
組織として契約を結ぶ必要があります。

□
費用負担に見合う活用が期待される
のか。

特に保護者に費用負担をお願いする場合は、学校全体として費用
負担に見合った活用ができるように、学校としての活用計画や期
待される効果等を説明し、理解を得る必要があります。
そのためには、まずは無償の生成AIを導入し、校内の活用体制の構
築や活用実績を重ねていくことで、理解を得る方法もあります。
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生成AI導入確認問題研修１

ここまでの確認事項①～③で確認したことの理解を次の問題で確認してみましょう。各質問に「はい」「いいえ」で答えてください。
解答に自信のないものは、もう一度調べてみましょう。

No. 問題 はい いいえ

1 所属している学校の学校設置者は、教職員が生成AIを活用するためのルールを決めている。

2 所属している学校の学校設置者は、児童生徒が生成AIを活用するためのルールを決めている。

3 教職員が、授業や校務で活用できる生成AIを把握している。

4 児童生徒が、授業で活用できる生成AIを把握している。

5 児童生徒に生成AIを活用させる場合に必要な手順を説明できる。

6 授業で児童生徒に生成AIを活用させる場合には、事前に管理職と相談する必要がある。

7 授業で児童生徒に生成AIを活用させる場合には、事前に学校設置者（教育委員会）に報告する必要がある。

8 授業で児童生徒に活用させようとしている生成AIについて、児童生徒が利用許可されている年齢を把握している。

9 授業で児童生徒に生成AIを活用させようとする場合、保護者の同意が必要である。

10 授業で児童生徒が生成AIを活用する場合、学習活動であることから、入力する情報の種類は制限されない。

11 児童生徒が生成AIを活用した場合、生成された成果物については、学校は教育利用であることから制限なく自由に使える。

12 生成AIサービスの利用規約の確認は、授業等での活用開始時が重要で、活用開始後に利用規約が変更されても対応は不要である。

13 有料の生成AIサービスでも商業利用以外が無償であれば、学校で児童生徒に無償で使わせることができる。

14 有料の生成AIサービスを保護者負担で学校で導入するときには、担当者の判断で申し込むことができる。

15 生成AIの学校単位での申込は、授業で活用したい教員が自らの判断で申し込むことができる。
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コラム① ハルシネーションを防ぐには

• 生成AIを使っていると、回答に誤りを含むことや文脈と無関係な内容などが生成される
ことがあります。これは幻覚（ハルシネーション＝Hallucination）といわれている現象
です。

• ハルシネーションが起こる理由はいくつか考えられるそうです。

• そもそも生成AIが学習した資料に間違いが含まれている。

• 生成AIは「分からない」と答えることにペナルティが与えられる評価システムになっ
ていることから、無理に答えようとして嘘をついてしまう。

• ハルシネーションを防ぐための方法として、生成AIに「自信の無いときには分からない
と言って」「根拠となる資料を示して答えて」等の言葉をプロンプトに添えることなど
が有効なようです。

• 既にハルシネーション対策の研究や生成AIへの実装が始まっているようですので、今後
は益々ハルシネーションも少なくなり、対策プロンプトも今後変わってくるでしょう。

• それにしても、間違いを覚えたり、嘘をついてしまったりと、生成AIは人間みたいです
よね…このことは、私たちが生成AIとうまく付き合う方法のヒントになりそうです。

※参考：「言語モデルでハルシネーションが起こる理由」
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第２章
授業での活用に向けて
この章では、実際の授業での活用に向けて必要な知識を学びます。
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児童生徒への情報モラル教育の充実

•生成AIを利用する時、児童生徒は情報を入力したり、出力され
た情報を活用したりすることになります。

•情報を入力することや出力された情報を活用することを考える
と、特に次の３つの視点で児童生徒に情報モラル教育を行う必
要があるでしょう。

•個人情報（プライバシー）

•著作権

•情報の真偽（ファクトチェック）

•これらの情報モラル教育について考えてみましょう。
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個人情報（プライバシー）を守ろう情報モラル①

• 生成AIに命令としてプロンプトを入力するとき、必要な情報も一緒に入力しますが、
意図せず個人情報等の機密情報が含まれることがあります。

• 生成AIは、この入力された情報を学習データとして保存することがあります。
何が問題？

• 生成AIには、自分や他人の個人情報を入力してはいけないこと。

• 個人情報だけではなく、その他の秘密の情報も入力してはいけないこと。
指導しよう

• 学習用の生成AIや学習用アカウントの場合、入力された情報を学習データとして使用
しないこととしている生成AIもあります。

• オプションとして、入力した情報を学習データとして使わないことを選択できる生成
AIもあります。

• 活用する生成AIにおける入力した情報の取扱について、調べてみましょう。

調べてみよう

• 情報モラル教育には、総合教育センターの「情報モラル育成パッケージ
#60秒情報モラル」の動画も活用できます。例えば、右のQRコードから
は１つの情報には意味が無くても、情報が集まることで意味を持つこと
を考えさせる「L01 日常をつぶやく」の動画を見ることができます。

参考資料
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著作権を守ろう情報モラル②

• 生成AIにインターネットで見つけた画像やPDF等を入力することがあります。

• 生成AIからの成果物として「○○風の画像」等を出力することがあります。
何が問題？

• 生成AIに入力する情報や出力する情報については、他人の著作権を侵害する恐れがあ
ること。

指導しよう

• 著作権法30条の4では、「著作物に表現された思想又は感情の享受を目的としない利
用」（非享受目的利用）であれば著作物を利用できるとされています。しかし、生成
AIに何らかの著作物を入力し、その著作物に類似した生成物を生成させる場合などに
は、この非享受目的利用にはならず、著作物利用ができないことがあります。

• 成果物については、「類似性」及び「依拠性」が認められると著作権侵害となる可能
性があることに注意しなければなりません。

• 「類似性」及び「依拠性」について調べてみましょう。

調べてみよう

• 生成AIと著作権については難しい問題が多いのが実際です。
• 文化庁が詳しい解説ページ「AIと著作権について」を公開していますの
で、参考にしてください。

参考資料
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https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html
https://www.bunka.go.jp/seisaku/chosakuken/aiandcopyright.html


情報の真偽を調べよう（ファクトチェック）情報モラル③

• 児童生徒は、解答として「インターネットで調べてみた」「生成AIに聞いてみた」情
報をそのまま記載してしまうことがあります。

何が問題？

• インターネットや生成AIで得られた情報が必ずしも正しいものではないこと。

• 情報の正しさを示すために、情報源を明らかにする必要があること。
指導しよう

• インターネットや生成AIに限らず、得られた情報の真偽を確認することは、情報を活
用する上で重要です。特に生成AIでは、ハルシネーションといわれる間違った情報が
含まれることが知られています。

• 日常的に私たちは、得られる情報について、その真偽を判断しています。では、私た
ちは普段、情報の真偽をどのように判断しているのでしょうか？

• 児童生徒に「情報の真偽を判断する方法」を指導する場合の指導内容について、担当
している児童生徒の発達段階等を考慮して具体的に考えてみましょう。

調べてみよう

• 文部科学省の「情報モラル教育ポータルサイト」では、「生成AIを活用
する」「情報を確かめる」等の学習コンテンツ・啓発資料や授業実践・活
用事例の他、教員研修動画等を公開しています。

参考資料
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情報モラル教育を考える研修2

情報モラル①～③で確認したことを次の問題で確認してみましょう。

解答に自信のないものは、もう一度調べてみましょう。

児童生徒に生成AIを活用させる際、不安に思うことや事前に指導したいことを周りの先生と共有し、整理
してみましょう。

情報モラル教育は、他のモラル教育と同じです。一度に教えるものではなく、日々の指導の中で継続的に
行うことで身に付けさせることが必要です。

No. 問題

1
普段利用している生成AIについて、入力した情報が生成AIの学習に利用されるかどうかを、生成AI毎に
根拠を示して説明しなさい。

2 著作権における「類似性」とは何か説明しなさい。

3 著作権における「依拠性」とは何か説明しなさい。

4 生成AIにおける「ハルシネーション」とは何か説明しなさい。

5
あなたが担当している児童生徒に、情報の真偽を見極める指導を行うとき、どのような内容を指導する
か説明しなさい。
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コラム② 自分で判断する

• 生成AI活用でよく話題になるのは、児童生徒が「考えなくなる」という懸念です。

• 生成AIは、何でも教えてくれますので、すぐに答えだけを聞きたがる児童生徒に
とっては「考えなくても、答えがわかるコスパ（コストパフォーマンス）の良い
道具」ということになります。

• 思い起こすと、検索サイトや辞書系Webサイトが出てきた時も私たちは、「考え
なくなる」「丸写しするだけ」と問題視しました。しかし、今では検索サイトや
辞書系Webサイト等の利用は当たり前のように行われています。

• では、なぜあの否定的だった状況から、これらのサイトを受け入れるようになっ
たのでしょうか。それは得られた情報を鵜呑みにするのではなく、情報の真偽を
自分で判断するという当たり前のことが、実社会と同様にインターネットでも同
じだと気付いたからだと思います。

• 最近では検索サイトで検索すると、自動的に生成AIによるまとめが表示されるこ
とも多くなりました。既に児童生徒が生成AIを使わないことは難しくなってきて
います。生成AIを避けるのではなく、生成AIによる成果物を自分で判断して上
手に活用する情報活用能力を身に付けさせることが重要なのではないでしょうか。
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第３章
生成AI活用事例集
この章では、生成AIの活用事例を取り上げます。
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この活用事例集について

• この活用事例集では、生成AIを答えを教えてくれるシステムではなく、児
童生徒の学習を手助けしてくれる伴走者や相談相手として活用することを
意識した活用事例を取り上げています。

• 本ガイドブックの活用事例を参考に、先生方が、児童生徒が生成AIを活用
する授業等を実践することで、児童生徒の学びが深まることを目的として
います。

• 活用事例は、活用のイメージがしやすいように次の３つに分類しました。

分類名 内容

引き出す 自分の視野の外にあるアイデアや問いを生成AIの力を借りて引き出す。

取り込む 生成AIを活用して、分からないことを学び、新しい知識を自分の中に取り込む。

練り上げる 生成AIとの対話や相談を通して、自分の考えや成果物を練り上げる。

21



• 事例集から、自分の授業に使えそうな例を探してみましょう。

• 探すポイントは、次のとおりです。
① 自分の教科・科目で探す

• まずは、自分の教科・科目を探してみましょう。
② 他の教科で探す

• 事例集は、特定の教科・科目を例として作成されていますが、内容は他の教科にも応用できます。
• むしろ、本事例集では、教科が異なっていても同じような使い方ができそうであれば、他の教科で
はその使い方を改めて取り上げていません。

• 他の教科・科目の使い方の例を、御自身の教科・科目の視点で見直してみてください。
③ 発達段階を変えて見る

• 事例１は入門的な使い方（例えば、生成AIにヒントを出してもらう）とし、事例２は事例１よりも
生成AIを使いこなしている児童生徒や上級学年・学校の児童生徒の例としています。

• しかし、実際の児童生徒の実態を考えた時には、対象や学年を読み替えてみることや、事例１、事
例２の間や事例２の先の例を考える必要があります。

• 使えそうな事例が見つかったら、周りの先生方で共有したり、授業実践に取り組んだりしてくださ
い。

自分の授業に使えそうな事例を探そう。研修３
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この活用事例集の見方

「①概要」は、書か
れている事例に対す
る生成AI活用のポイ
ントをまとめてあり
ます。

「④さらに深めるた
めに」には、事例１、
事例２の事例を深め
るための追加のプロ
ンプトや授業を行う
際のポイントなどが
まとめてあります。
児童生徒の学習状況
に応じて、参考にし
てください。 事例１・２の「解説」には、それぞれの事例の内容を解説してあります。

「想定学校種」や「教科科目」は目安ですので、状況に応じて、他の学校
種・学年、教科科目に置き換えて応用してください。

事例１・２の「プロ
ンプト」には、それ
ぞれの事例のプロン
プトの例を掲載しま
した。最初は、教員
がプロンプトの例を
示し、児童生徒が自
分の課題に合わせて
一部を書き換えると
いった活用からはじ
めるという指導方法
も良いのではないで
しょうか。

「②事例１」「③事
例２」は、発達段階
や学習の進度によっ
て異なる段階の例に
なっています。
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引き出す

取り込む

練り上げる

解
説

② 事例１ ③ 事例２

プ
ロ
ン
プ
ト
の
例

①概要

④ さらに深めるために

語彙や創造力を育む（国語）

• 想定学校種：小学校中学年～

• 教科科目：国語

• 生成AIの質問に答えることで、物語の設定や
登場人物の気持ちをより深く、論理的に考え
る。

• 生成AIに物語を書いてもらうのではなく、生
成AIを「読者」にして自分のアイデアを評価
してもらう。

• 自分と生成AIのアイデアを混ぜて、自分たち
だけのオリジナルストーリーを完成させる。

• もっと〇〇の気持ち（深く、感情的にやわら
かく等）伝えたい。

今から、私が考えた「空飛ぶくつ」のお話を書き
ます。あなたは聞き役になってください。私が少
しお話を書いたら、不思議に思ったことや感想を
私に伝えて、私がお話を広げるのを手伝ってくだ
さい。

• 想定学校種：小学校低学年～

• 教科科目：国語

• 「うれしかった」など、一言で済ませてしまいそ
うな気持ちを、より詳しく生成AIに話してみる。

• 生成AIから「それは、心がぴょんぴょんする感
じ？それともホッとした感じ？」と問いかけても
らい、自分の気持ちを見つめ直す。

• 生成AIに答えを書いてもらうのではなく、いくつ
かの「言葉の候補」をヒントとしてもらい、最後
は自分で選ぶ。

• プライバシーに配慮し、友達の名前などは出さず
に「友達が〜」と表現することを学ぶ。

• 「生成AIが言ったこと」が自分の本当の気持ちと
違ったら、「それは違うよ」と言える主体性を持
つ。

今日、学校でいいことがありました。すごくうれ
しかったけど、どう言えばいいか迷っています。

「うれしい」の代わりになるような言葉を一緒に
考えて。でも、文章は私が自分で書きたいから、
ヒントだけちょうだい。

• 国語科において、生成AIを単なる「正解の出力機」
として使うだけではなく、「思考のツール」として
活用することが大切です。

• 低学年では、生成AIが「完璧な文章」や「答え」を
出してしまうと、子供たちはそれを真似して自分の
思考を止めてしまいます。

• プロンプトでは、「答えは書かないで」「質問して
ね」「ヒントをちょうだい」を「魔法の言葉」とし
入れるようにします。生成AIを「賢い先生」にする
のではなく、「ちょっと物知りな、聞き上手な友
達」として設定することが必要です。

• 様々な感情の表現でも試してみるよう促します。

• 誰に伝えるのかというペルソナを設定します。

• 感情などを入力する時に「誰のことかは書かない」
と、個人情報を守る約束（ルール）を伝えます。

• 物語の主人公を有名なキャラクターにしないなど、
著作権を教えます。

• 生成AIが出した変なアイデアには、「それはおかし
いよ！」と回答し、論理性を保ちます。

• 完成したお話をクラスで発表し、生成AIとどのよう
に話し合ったのかを共有します。
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引き出す

取り込む

練り上げる

解
説

② 事例１ ③ 事例２

プ
ロ
ン
プ
ト
の
例

① 概要

④ さらに深めるために

構成の妥当性を検討する（国語）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：国語

• 想定読者（例：小学生、専門家、海外の人）
になりきらせた生成AIに、自作の文章を読ま
せて感想をもらう。

• 比喩表現やリズムなど、独自の文体を確立す
るために生成AIと「推敲の壁打ち」を繰り返
す。

• AIの要約機能を利用し、自分の文章の主旨が
正しく伝わっているかを客観的に評価する。

• 「AIと共に書く」という新しい創作プロセス
の意義を考察し、自分なりの言葉の価値を定
義する。

私は「AIと人間の共生」をテーマに小論文を書い
ています。第一稿を読み、論理の飛躍がある場所
を指摘してください。また、この文章を「技術に
詳しくない方」が読んだとき、どこが難しく感じ
るか具体的に指摘してください。

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：国語

• 自分が書いた意見文を提示し、生成AIに「納得で
きない点」や「説明が足りない点」を具体的に指
摘させる。

• 生成AIのツッコミ（反論）に対し、どのような事
実や理由を付け加えれば納得させられるか、自分
で考える。

• 「なぜその接続詞を使ったの？」と生成AIに問わ
れ、文と文の論理関係を再確認する。

• 情報の信憑性を高めるために、どのような根拠を
追加すべきか、生成AIと相談しながら自分で調べ
る。

• 生成AIとのやり取りを通じて、独りよがりな論理
から脱却する。

「中学生も地域活動に参加すべきだ」という意見
文を書きました。あなたはプロの編集者として、
この意見文の論理展開について疑問を感じるとこ
ろを指摘してください。私はその疑問を参考に意
見文を見直します。

• 「書くこと」の指導において、生成AIに「〇〇
についての作文を400字で書いて」と入力させ
るだけでは、学びは深まりません。それは「答
えを聞くだけ」の行為です。

• 生成AIを「執筆代行」ではなく、「思考の整
理・表現の推敲・多角的な視点の獲得」を支え
るパートナーとして位置付けるよう導きます。

• 「書く前の思考を広げる」「構成の妥当性を検
証する」「読者の反応を予測する」などの過程
で、生成AIを活用するイメージを持たせると学
びが深まります。

• 生成AIに厳しい批判家として「私の意見にわざと反
論して」と頼むことで、多角的な視点から推敲でき
るようにします。

• 個人名や具体的な地名を入力しないよう、プライバ
シー保護のルールを徹底します。

• 「AIの案を採用した箇所」と「自分の考え」を色分
けし、執筆プロセスを可視化させることで、学びの
自覚を促します。

• 推敲の過程で、生成AIの提案を「不採用にする理
由」を言語化させることで、学習内容を根拠にした
判断となっているかを確認します。
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引き出す

取り込む

練り上げる

解
説

② 事例１ ③ 事例２

プ
ロ
ン
プ
ト
の
例

① 概要

④ さらに深めるために

読者の反応を予測する（国語）

• 想定学校種：高等学校

• 教科科目：国語

• 自分の文章に潜む「癖」や「無意識のバイア
ス」を生成AIに分析させ、自覚する。

• 「この一文で読者の心をざわつかせたい」と
いった高度な意図を、どのような修辞（レト
リック）で実現できるか生成AIと議論する。

• 言葉の選択が社会に与える影響を多角的にシ
ミュレーションし、書き手としての責任を自
覚する。

• 生成AIを「思考を映す高度な鏡」として使い、
自分にしか書けない文章を練り上げる。

私の書いたエッセイは、どこか説明的すぎて感情
が伝わらない気がしています。あなたは、私の文
章の行間から「読み取れてしまう余計な感情」を
指摘してください。それをヒントに、私はもっと
言葉を削って、読者に想像させる余白を作りたい
です。

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：国語

• 「中学生の意見文のアドバイザー」として生成AI
に役割（ペルソナ）を与え、自分の主張に対する
「反対意見（反論）」を生成AIに出させ、論理の
弱点を見付ける。

• 生成AIが挙げた根拠が事実かどうか（ハルシネー
ションの確認）、図書室やネットで裏取りをする。

• 指示を出す際、「箇条書きで」「序論・本論・結
論の構成で」など出力形式を指定する練習をする。

• 他者の著作権を侵害しない引用の仕方を学び、生
成AIの文章をそのまま写さない倫理観を養う。

「学校の宿題は廃止すべきか」というテーマで意
見文を書きます。私は「廃止すべき」という立場
で、意見文を書きました。あなたは、中学生の意
見文のアドバイザーです。反対の「廃止すべきで
はない」という立場の人からの反応を予想を指摘
してください。指摘を参考に私が意見文を書き直
します。書き直しの案は不要です。意見文は次の
通りです。（意見文を入力する）

• 生成AIを単なる「正解の出力機」として使うの
ではなく、「生成AIが出した言葉が、本当に自
分の心（身体）から出た言葉か？」を常に児童
生徒に意識させます。

• 「生成AIは『下書き』や『校正』を助けてくれ
るが、文章に『魂（責任）』を吹き込むのは書
き手であるあなただ」という指導が必要です。

• 生成AIとの対話を通じて、言葉を選ぶという行
為が「自分の考えを形作り、他者とつながる」
ための創造的なプロセスであること実感できる
ようにします。

• 生成AIに「わざと意地悪な質問をする役」をさ
せ、思考の漏れを徹底的に探させます。

• 「もっと分かりやすくして」ではなく「どこが
分かりにくいか教えて」と聞く習慣をつけます。

• 「この文章から、書き手（私）のどんな性格が
透けて見える？」と聞き、自己の表現をメタ認
知します。

• 生成AIの提案する「正解」を疑います。

• 最終的な文章の着地点を、生成AIの案に頼らず
自分の意志で決定します。

26



引き出す

取り込む

練り上げる

解
説

② 事例１ ③ 事例２

プ
ロ
ン
プ
ト
の
例

①概要

④ さらに深めるために

データから課題を見いだす（社会、地歴・公民）

• 想定学校種：高等学校

• 教科科目：地歴・公民

• 公的統計（e-Stat等）から、少子高齢化や経済格
差などの複雑なデータを抽出する。

• 生成AIに「反対意見を持つ専門家」等のペルソナ
を与え、自分たちのデータ解釈に対して反論させ
る。

• 生成AIに、データに基づく「30年後のシミュレー
ション」を複数のシナリオで提示させる。

• 示されたシナリオの問題点（公正・効率の視点な
ど）を社会的な見方・考え方で批判的に検討する。

• AIとのディベートを経て、解決すべき本質的な問
題（探究の問い）を自らの言葉で構造化する。

私は日本の労働力不足について調べています。あ
なたは「徹底的な効率化を重視する経済学者」と
して、このデータ（e-StatのURLや数値を記入
する）に基づき、30年後の日本が陥る最も深刻
なシナリオを提示してください。その問題に対し
て、私が解決案を考えます。解決案に対し、公正
の観点から欠陥を指摘してください。

• 想定学校種：小学校中学年～

• 教科科目：社会

• 地域の「産業」や「人口」の統計グラフを観察し、
気付いたことをメモする。

• 地域の特色を生成AIに「紹介」し、生成AIから
「意外なポイント」を聞き出す。

• 他の地域との比較データを生成AIに出してもらい、
違いを見付ける。

• 生成AIの回答をきっかけに、「なぜこの産業が盛
んなのか」について、その土地の歴史や現在の様
子との関連を考える。

• 対話を通じて膨らんだ興味をもとに、自分たちが
より深く調査すべき「探究課題」を決定する。

私たちは宮城県の〇〇市について調べています。
この町はイチゴの生産が盛んですが、人口は少し
ずつ減っています。この特徴を聞いて、〇〇市の
すごいところや、もっと調べたら面白そうなポイ
ントの見付け方を教えてください。答えではなく、
ヒントをください。

• 生成AIを単なる「答えの検索」にせず、生成AI
からのヒントや生成AIとの対話を通じて思考を
深めます。

• 様々な情報の背景にある「なぜこうなったの
か？」という多角的な要因（地理的、歴史的、
経済的など）を洗い出すためのヒントとして生
成AIを活用します。

• 生成AIの提案をそのまま結論にせず、複数の
データと照らし合わせて「自分たちが解決すべ
き課題」を自ら選択・決定する過程を重視しま
す。

• 「答えを教えて」ではなく「私の町の自慢を聞い
て」というプロンプトから始めることで、児童の主
体性を引き出せます。

• 生成AIに「他の町と比べて珍しいところはどこ？」
と聞くことで、多角的な視点を養うことができます。

• 児童生徒が生成AIの回答をそのまま信じず、教科書
や副読本で真偽を確かめる活動をします。

• 生成AIに「あえて厳しい意見を言う論客」を演じさ
せることで、生徒の思考の死角を突きます。

• 統計データ（数字）と生成AIの言葉を結びつけるこ
とで、データの意味を理解する手助けになります。
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引き出す

取り込む

練り上げる

解
説

② 事例１ ③ 事例２

プ
ロ
ン
プ
ト
の
例

① 概要

④ さらに深めるために

歴史上の人物や専門家として話をしてもらう（社会、地歴・公民）

• 想定学校種：高等学校

• 教科科目：地歴・公民

• 現代社会の複雑な課題（例：エネルギー政策、少
子高齢化）に対し、生成AIに「冷徹な専門家」や
「将来世代」を演じさせ、徹底的に議論する。

• 自身の提言が、社会のどのような層にどのような
影響を与えるか、生成AIを用いて長期的なシミュ
レーションを行う。

• 生成AIの持つ膨大な事例（国内外の成功・失敗
例）をヒントに、自分たちの地域に最適な「独自
案」を創造する。

• 対話プロセスを通じて、自身の思考のバイアスを
メタ認知し、より公正な判断基準を形成する。

• 生成AIを「執筆補助」ではなく「思考の審判」と
して使い、論理的かつ情熱的な提言文を完成させ
る。

私は「若者の投票率を上げるために、ネット投票
を導入すべきだ」という考えを持っています。あ
なたは「セキュリティと公平性を最優先する選挙
管理委員」として、私の考えに潜むリスクを５つ
指摘してください。私はそのリスクを一つずつ解
決する具体的な対策を考えて、より実現可能な案
に磨き上げたいです。

• 想定学校種：小学校高学年～

• 教科科目：社会

• 歴史上の人物（例：伊達政宗）を生成AIに演じさ
せ、当時の暮らしや大切にしていた考え方を聞き
出す。

• 自分たちの住む地域の「当たり前（例：おいしい
水、お祭り）」が、他の地域から見たらどう見え
るかを生成AIに教えてもらう。

• 「もし〇〇がなかったら、私たちの暮らしはどう
変わる？」と問いかけ、社会の仕組みの重要性に
気づく。

• 教科書の記述を、自分たちの生活に引き寄せた具
体的なお話に変換してもらう。

• 社会科の学習内容に対して「なぜ？」「もっと知
りたい」という好奇心を育む。

あなたは江戸時代の仙台藩を治めている大名です。
どのように統治していたか、大変だった点や工夫
した点を教えてください。小学６年生の私が理解
できるように話してください。

• 社会科（地歴・公民）は、単なる暗記科目ではなく、
現代社会の諸課題や事象の地理的・歴史的背景につ
いて多面的・多角的に考慮し、自らの考えを形成・
表現する教科です。生成AIを「情報の検索エンジ
ン」として使うのではなく、「自分とは異なる価値
観を持つ他者」や「多角的な視点を提供するアドバ
イザー」として活用することで、社会への洞察を深
めることができます。

• 生成AIが出した答えは「議論の出発点」に過ぎませ
ん。生成AIが提示した意見を見て、児童生徒が自分
で考えることが大切です。

• 生成AIに歴史上の人物や違う地域の人々の役をさせ、
自分たちと同じ目線で話をしてもらいます。

• 「1つの答え」ではなく「当時の人でも意見が分か
れたこと」を生成AIに挙げさせます。

• 生成AIが出した答えが本当かどうか、教科書や資料
集、公的機関の資料で「証拠」を探します。

• 個人情報を守るため、名前や住所は絶対に教えない
約束を徹底します。

• 「もし予算が10倍あったら？」「もし生成AIが政
治家になったら？」などの条件を加え、思考を深め
ます。
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文章問題を分析する（算数、数学）

• 想定学校種：小学校高学年～

• 教科科目：算数

• 既習の算数知識（速さ、比、体積など）を使い、
現実社会の課題を解決する問題を作成する。

• 生成AIに対し「もっとワクワクするストーリーに
して」と対話を重ね、問題を磨き上げる。

• 作成した問題が「解けるかどうか」を生成AIにシ
ミュレーションさせ、難易度の調整を行う。

• 単に問題を作るだけでなく、生成AIと協力して
「誰でも納得できる分かりやすい解説」もセット
で構成する。

• 完成した問題をクラスで解き合い、最適な問い方
（プロンプト）や表現について振り返る。

私は今、6年生で習った「速さ・時間・距離」の
知識を使って、みんなが驚くような面白い算数の
文章題を作りたいです。小学校６年生向けの問題
のアイデアを３つ出してください。

私が１つ選ぶので、それをより難しく、かつ解い
た人が感動するようなストーリーに広げる手伝い
をしてください。

• 想定学校種：小学校中学年～

• 教科科目：算数

• 複雑な文章題を提示し、児童が自力で立式で
きない際の補助として生成AIを活用する。

• 「答えそのもの」ではなく、図の書き方や演
算の選び方のヒントを引き出す対話を行う。

• 生成AIのヒントをもとにノートに線分図や図
解を描き、自分の力で立式することを目指す。

• 生成AIとの対話を通じて、問題文のどの言葉
が重要なのかを再発見する。

あなたは、算数が得意な優しいお兄さんです。
今から送る算数の文章題について、絶対に答えや
式は教えないでください。 私が自分で解けるよ
うになるために、まずは「何に注目すればいい
か」や「どんな図を描けばいいか」のヒントだけ
を１つずつ教えてください。

【問題】 1200円持って買い物に行きました。1
個150円のリンゴをいくつか買ったら、手もとに
300円残りました。リンゴは何個買ったでしょう。

• 「答えを教えない」という強い制約を設けることで、
児童生徒の思考停止を防ぎます。

• 生成AIのアドバイスに従って図を描く過程で、問題
構造の理解が深まります。

• 「先生に聞くのは恥ずかしい」と感じる児童生徒も、
生成AI相手なら何度でも基礎的な質問ができます。

• つまずきに合わせて、生成AIが「段階的なヒント」
を出すことができます。

• 問題文の長い情報を、生成AIと一緒に整理すること
で、条件の読み飛ばしを防ぎます。

• 算数が実生活でどう役立つかを、生成AIとの対話を
通して通じて発見します。

• 生成AIからのフィードバックを受けて、何度も問題
を修正する「探究のサイクル」が回ります。

• 生成AIと相談しながら、他者に伝えるための「分か
りやすい解説」を作る過程で、論理的な文章力が磨
かれます。

• 児童生徒同士で生成AIの使い方を教え合い、より面
白い問題設定を競い合います。

• 生成AIとの対話ログを振り返ることで、自分の思考
がどう変化したかをメタ認知できます。

29



引き出す

取り込む

練り上げる

解
説

② 事例１ ③ 事例２

プ
ロ
ン
プ
ト
の
例

① 概要

④ さらに深めるために

考え方や解き方を身に付ける（算数、数学）

• 想定学校種：中学校〜

• 教科科目：数学

• 生成AIに「わざと間違いを含んだ解き方」を
出させ、その間違いを数学的な根拠（定義や
性質）に基づき指摘する。

• 自分が書いた証明や説明を生成AIに見せ、第
三者に伝わる論理構成になっているかレ
ビューを受ける。

• 生成AIが生成した回答の真偽を自分で検算・
検証し、情報の信憑性を判断する力を養う。

• 「なぜその解き方になるのか」を生成AIと対
話し、一つの解法に固執せず多角的に問題を
眺める。

これから私が証明問題を出します。わざと「論理
的に不完全な（途中の論理が飛躍している、また
は理由が抜けている）証明を書いてください。私
はその抜けている部分を指摘するので、論理的に
当たっているかどうかを教えて。はずれても答え
を言わないでください。

• 想定学校種：小学校高学年～

• 教科科目：算数、数学

• 教科書の説明だけではピンとこない概念（例：割
合）を、自分の趣味に合わせて例えてもらう。

• 生成AIに「答え」ではなく「考え方のヒント」を
段階的に出してもらい、自力で解く達成感を味わ
う。

• 生成AIの例え話を聞いて、自分なりに図解したり、
言葉で説明し直したりする。

• 「なぜそうなるのか」という素朴な疑問を生成AI
にぶつけ、納得いくまで対話する。

• 算数が「ただの計算」ではなく「意味のある活
動」であることを理解する。

私は算数の「割合」が苦手です。でもゲームが大
好きです。ゲームの中で起こる確率に関する現象
を使って、割合の仕組みを教えて。答えを教える
のではなく、私が「あぁ！」と気付けるようなヒ
ントを一つずつ出してください。

• 算数や数学が苦手な生徒にとって、生成AIが
「自動で答えを出す道具」になってしまうと、
自力で解く意欲をさらに奪ってしまいます。し
かし、生成AIを「答えを教えない家庭教師」や
「一緒に悩む友人」として位置付けることで、
算数・数学の試行錯誤そのものを楽しむツール
に変えることができます。

• 算数や数学が苦手な児童生徒でも、生成AIとの
対話を通じて「自分で考える楽しさ」に気付く
プロセスを重視できます。

• 「答えは教えないで」と指示することで、生成AIに
思考を奪われないように制御します。

• 生成AIが出した図解の説明を元に、実際にノートに
図を描いてみます。

• わからない時に「わからない」と正直に言える安心
感（心理的安全性）を生成AIで確保します。

• 生成AIに「厳しい採点者」の役をさせ、説明の不足
している部分を指摘させます。

• 生成AIが間違った例え（ハルシネーション）をする
こともあるため、最後は教科書で確認します。

• 生成AIとのやり取りを記録し、自分がどこでつまず
きやすいか自己分析します。
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④ さらに深めるために

論理的思考を養う（算数）

• 想定学校種：小学校高学年～

• 教科科目：算数

• 生成AIに「算数が苦手な小学生」や「わざと間違
えるひねくれ者」などのペルソナを設定する。

• 算数の図形問題や規則性の問題について、生成AI
にわざと間違った解説（ハルシネーションを模し
たもの）を出力させる。

• 児童は生成AIの解説のどこが間違っているか、著
作権やプライバシーに配慮しつつ、正しい根拠
（定義や公式）を元に反論する。

• 生成AIが「納得しました」と言うまで、図や式を
使って言葉で説明を繰り返す。

• 最後に、生成AIに対して「より分かりやすい正し
い解説」を作らせてまとめる。

あなたは算数が少し苦手な友達です。今から出す
問題に、わざと間違った理由をつけて答えてくだ
さい。私はあなたの間違いを指摘して、正解を教
えます。

問題：「ひし形は、正方形ですか？理由と一緒に
答えてください。」

• 想定学校種：小学校中学年～

• 教科科目：算数

• ３つのヒントから、図形を思い浮かべる算数
クイズを生成AIに出題させる。

• 児童は、ヒントを参考に図形を答えることで、
図形の特徴を学ぶ。

• 生成AIの問題を参考に独自の問題を作成し、
友達に出題するクイズ大会を行う。

• 友達が作った同じ図形のクイズを比べ、問題
の難易度について話し合う。

• 「良いヒントとは何か（概念の言語化）」に
ついて振り返る。

私は小学校４年生です。あなたは算数の先生に
なって、図形クイズを出してください。ある図形
を思い浮かべて、答えになる３つのヒントを出し
てください。ヒントは一つずつ出してください。
私がその図形の名前を答えますので、当たったら

「当たり！」といい、残りのヒントも教えてくだ
さい。

• 一見すると単なる遊びに見えますが、「なぜそ
の答えになるのか」という論理的思考（ロジカ
ルシンキング）や、相手（生成AI）に伝わる説
明力を養う機会となります。

• ペルソナ設定を活用することで、生成AIとの対
話に「役割」を持たせ、目的を明確にします。

• 論理的な説明ができないと生成AIを納得させら
れないため、言語化能力がかなり向上します。

• 正解を知ることよりも、「正解へ導くプロセ
ス」に重点を置いた探究的な学びになります。

• ヒントの妥当性を考える過程で、算数の用語（図形
の特徴、計算の性質など）への理解を深めます。

• 自分の考えを「友達に伝える」という目的意識が、
対話の質を向上させます。

• 「生成AIは間違えることがある」（ハルシネーショ
ン）という前提を教え、生成AIの回答を検証しま
す。

• 個人情報や他人の作成した問題をそのまま流用しな
い等の情報モラルの指導をします。

• 論理的な説明ができないと生成AIを納得させられな
いため、言語化能力が向上します。

31



引き出す

取り込む

練り上げる

解
説

② 事例１ ③ 事例２

プ
ロ
ン
プ
ト
の
例

① 概要
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楽しみながら科学について学ぶ（理科）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：理科

• 生成AIに「ある不思議な現象が起きた現場」
を文章で描写させる（例：密閉された部屋で、
火が消えていたが、窓は割れていない…な
ど）。

• 生徒は生成AIに「温度はどうでしたか？」
「何がありましたか？」と質問を投げかけ、
証拠を集める。

• 集まった証拠から「燃焼の条件」や「気体の
性質」などの科学的知識を特定し、現象の謎
を解く。

科学の謎解きゲームをしましょう。中学校１年生
が理科で習う光や音に関する事件の物語を作って
ください。私は科学捜査班として、あなたに質問
をしながら、どのような科学現象に基づく事件な
のかを当てます。答えは絶対に言わないで、私の
質問にだけ答えてください。

• 想定学校種：小学校中学年〜

• 教科科目：理科

• 生成AIに「理科が大好きで、ちょっといたず
ら好きなクイズ博士」になってもらう。

• 「氷に塩をかけるとどうなる？」「アメンボ
が浮くのはなぜ？」など、直感と違う答えに
なるクイズを出してもらう。

• 児童はグループで答えを出す。その後「なぜ
そうなるのか」を生成AIと対話しながら予想
する。

• 正解を知るだけでなく、その裏にある「科学
のルール」を面白い例え話で解説してもらう。

あなたは「理科クイズ博士」です。小学校４年生
が「えーっ！」と驚くような、身近なもの（水や
空気など）を使った３択クイズを１問出して。答
えを言う前に、私たちの予想を聞いて、ヒントを
出しながら一緒に盛り上げてね！

• 理科で得られた知識を使って、生成AIを「クイズの
対戦相手」や「ミステリーの出題者」として活用し、
楽しみながら科学的な見方を養います。

• クイズやゲームという形式をとることで、「知識を
覚えなければならない」というプレッシャーが、
「この謎を解きたい！」という知的好奇心へと変わ
り、結果として理科の本質的な理解につながってい
きます。

• 生成AIは、間違うこともあるため、生成AIのクイズ
やミステリーの内容を検証する学習で、内容の理解
をより深めます。

• 「ヒントは3回まで。最初はすごく難しいヒントか
ら出して」と、ゲーム性を高めます。

• 正解したときに生成AIに全力で褒めてもらう設定に
し、達成感を演出します。

• 生成AIの解説を聞いたあと、「じゃあ、これはどう
なるの？」と自分たちで逆クイズを作って生成AIに
出してみます。

• 教科書にある実験結果を「事件のヒント」として活
用します。

• 生成AIのクイズや答えが、科学的に正しいかを検証
します。
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④ さらに深めるために

ヒントから理解を深める（理科）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：理科

• 生成AIに「反論者」の役割を与え、自分の推
論の科学的な弱点を見つけ、改善する試行錯
誤を行う。

• 「地軸の傾きがなかったら？」等の仮説を生
成AIと議論し、地球の運動が季節や気象に与
える影響を、多角的な視点から考察する。

• 自らの問いを深めるための「質の高い問いか
け（プロンプト）」を自ら設計する。

• 生成AIを「答えを出す機械」ではなく「一緒
に悩む研究パートナー」として設定する。

私は「もしも地球の自転が今より2倍速かったら、
日本の天気はどう変わるか」という探究をしてい
ます。この問いを考えるためのヒントを３つくだ
さい。

ヒントを貰ったら、私はそれを基に考えます。私
の考えに対して「意地悪な科学者」として反論し、
私の推論の足りない部分について質問してくださ
い。

• 想定学校種：中学生～

• 教科科目：理科

• 教科書の説明が難しい時、生成AIに「小学生
でもわかるように」と例え話で説明してもら
う。

• 「なぜそうなるのか」という根本的な仕組み
を対話で解きほぐす。

• わからない用語を一つずつ潰し、理解の定着
を図る。

• 「答え」を教えてもらうのではなく、「理解
のきっかけ（例え話）」をもらう。

• 生成AIへの依頼の仕方を工夫し、自分が納得
できるまで聞き直す。

あなたは地学のベテラン先生です。私は「震源」と
「震央」の違いが分かりません。

小学生の私にも分かるように、家の中にあるものに例
えて説明してください。

説明が終わったら、私が理解できているか確認するた
めのクイズを1問出してください。答えます。間違っ
たら、ヒントをください。

教科書の内容と違うことを言わないように注意してく
ださい。

• 教科書の説明で分からない部分を、生成AIに
「身近な例え」に翻訳させ、イメージを具体化
します。

• 生成AIを「思考の伴走者」として対話を重ね、
学んだ知識を基に、未体験の事象の探究や現実
の課題解決につなげます。

• 対話の履歴を「思考の軌跡」として保存し、自
分がどこで納得し、どう考えが変わったかをメ
タ認知します。

• 友達と「どの例え話が一番分かりやすかった
か」を共有し、多様な解釈に触れます。

• 生成AIに「一度に説明せず、私の理解度を確認
しながら対話して」と指示し、一方的な説明を
防ぎます。

• 生成AIの説明を基に、自分で図を書いてみる
（アウトプット）」という活動を取り入れるこ
とで、「深い学び」へとつながります。

• 生成AIの説明やヒントに信憑性があるかを検証
します。
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④ さらに深めるために

ヒントや対話を基に検討する（理科）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：理科

• オームの法則や合成抵抗の概念を使い、目的
（省エネ、高出力など）に応じた最適な回路
を自ら設計する。

• 生成AIに「特定の条件下でのシミュレー
ター」や「批判的思考パートナー」の役割を
与え、設計の弱点を見付ける。

• 生成AIが生成した図解やテキストをそのまま
使わず、自分の言葉と図でレポートを再構成
する。

• 日常生活における電気製品の仕組みと結びつ
け、社会的な課題解決につなげる。

中学校で習う「オームの法則」だけを使って、限
られた電池で一番長く明かりを灯し続けるための
回路構成（直列・並列の組み合わせ）を考えたい
と思います。あなたは電気工学の専門家として、
私が回路の構成を考えるのを手伝ってください。
私が回路を考えたら、その論理回路の妥当性につ
いて批評してください。

• 想定学校種：小学校中学年～

• 教科科目：理科

• 「アルミ缶の表面」など、金属なのに電気を
通さない不思議な素材に出会う。

• 「答え」を聞くのではなく、観察を助ける
「ヒント」を生成AIから引き出す。

• 生成AIのヒント（例：表面に何かついていな
い？）を基に、素材をよく観察したり、触っ
たり、こすったりして試行錯誤する。

• 生成AIに「自分の予想」をぶつけて、考えが
整理される感覚を体験する。

• 対話を通じて、次の実験への意欲を高める。

私は小学校４年生です。今、理科の実験をしてい
ます。アルミ缶に導線をあてても、豆電球が光り
ません。アルミは金属なのに、どうして電気が通
らないのですか？ 答えは教えないで、私が自分
で発見できるような「観察のヒント」を3つ出し
てください。ヒントは、１つずつ出してください。

• 生成AIに「ヒントを出す役割」「注目すべき視
点を与える役割」を与えます。

• 生成AIを「答えを出す機械」ではなく「ヒント
を出して導いてくれるアドバイザー」や「一緒
に悩む研究パートナー」などの役割を設定しま
す。

• 自分の予想を生成AIにぶつけ、「その予想には
どんな矛盾があるか？」「他に考えられる可能
性は？」と批判的思考を促す対話を行います。

• 生成AIに特定の役割を与え、複数の立場から自
分の考えを評価させます。

• 「答えを言わないで、ヒントを出して」という
プロンプトを事前にテンプレート化して提示す
る工夫をする。

• 児童生徒が生成AIの回答に対して「なぜそう思
うの？」と問い返すことで、論理的思考を促す。

• 生成AIの回答が正しいのか、生成AIの回答を実
際に実験して検証します。

• 「もっと効率の良い回路にするにはどうすれば
いい？」というオープンな問いを生成AIに投げ、
探究の幅を広げます。
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④ さらに深めるために

表現をスキルアップする（音楽）

• 想定学校種：中学校〜

• 教科科目：音楽

• 曲の背景や歌詞の意味を生成AIと深く議論し、
それを「どう音で表現するか（ダイナミクス、
アゴーギク）」を相談する。

• 「この一節をあえて弱く歌うことで、どんな
感情が伝わるか？」を生成AIと「壁打ち」し、
自分の表現意図を明確にする。

• 生成AIを「厳しい音楽コンクールの審査員」
や「熱狂的なファン」に設定し、自分の演奏
コンセプトに多角的な評価をもらう。

• 既存の模範演奏とは異なる「自分らしい解
釈」を生成AIと共創し、既存の模範演奏との
違いを言語化して説明する。

合唱曲「〇〇〇〇」のサビ部分の表現について相
談です。私はここで「爆発するような喜び」では
なく「じわじわとこみ上げる決意」を表現したい
と考えています。そう聴かせるためには、声の音
色や速度をどのように変化させるべきか、一緒に
考えてください。答えではなく、ヒントを出して
ください。いくつかのプランを整理することがで
きたら、その後、それぞれのプランのメリットを
議論しましょう。

• 想定学校種：小学校中学年～

• 教科科目：音楽

• 「もっときれいに歌いたい」という願いに対し、
具体的な「歌い方のイメージ」を生成AIに出して
もらう。

• 生成AIには「こう歌いなさい」ではなく「〇〇の
ような感じで歌ってみたら？」という比喩を出さ
せる。

• 生成AIが出した比喩（例：風に乗る羽のように、
等）を基に、実際に声を出し、自分の変化を感じ
取る。

• 短いキーワード（例：リコーダー、やさしく）を
入力するだけで、吹き方のコツを1つだけ教えて
もらう。

• 生成AIのヒントを試した後に、自分の歌や演奏が
どう変わったか「言葉」で振り返る。

もっと明るく元気に歌いたいです。どんな感じに
歌うのが良いか、ヒントをください。

• 音楽の表現である歌唱・演奏のスキルアップは、
単に知識を得るだけでなく「自分の音をどう変
えるか」という身体的な試行錯誤が不可欠です。

• 生成AIを「専属の音楽コーチ」として活用し、
上達のコツを対話しながら見つけます。生成AI
を、感覚を言葉にするための「翻訳機」、技術
を磨くための「パーソナルトレーナー」、魂を
込めるための「共創パートナー（アーティス
ティック・ディレクター）」として活用します。

• 「AIが言ったから正解」ではなく「自分が良い
と思う方」を選ぶよう指導します。

• 録音した自分の歌唱や演奏を聞きなおしたり、
改善前の録音と聞き比べたりし、自己評価や児
童生徒同士で相互に評価をします。

• 「生成AIなら完璧に演奏するだろうが、人間が
弾くからこそ生まれる感動とは何か」を議論し、
芸術の本質に触れます。
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④ さらに深めるために

音楽鑑賞を言語化する（音楽）

• 想定学校種：中学校〜

• 教科科目：音楽

• 作曲家の背景や時代精神を生成AIと対話し、
曲に込められたメッセージを多角的に解釈す
る。

• 「生成AIにはわからない人間の感性」をテー
マに、演奏の微妙な「揺らぎ」や「間」の価
値を友達と議論する。

• 自分の独自の解釈を生成AIにぶつけ、あえて
「批判的な視点」をもらうことで思考を深化
させる。

• 音楽が社会や他教科（歴史、美術等）とどう
関わっているかを探究し、自分なりの音楽観
を構築する。

あなたは19世紀の音楽批評家です。私はシュー
ベルトの「魔王」を聴いて、「語り手・父・子・
魔王の４人を１人で歌い分けるのは、人間の心の
葛藤を表している」と解釈しました。

この解釈について、当時の社会背景等を踏まえて、
私と議論してください。議論の際には、考えが深
まるように、批判的な視点を交えて議論してくだ
さい。

• 想定学校種：小学校中学年〜

• 教科科目：音楽

• 曲を聴いて「ワクワクする楽しい気分」や「迫力
がある」と感じた理由を、音楽の諸要素（強弱、
速度、楽器の構成など）から分析する。

• 生成AIに「この気持ちを作る要素を理解するヒン
ト」と問い、出てきた要素が実際に聴こえるか耳
で確かめる。

• 生成AIが「ピアノが理由」と言っても、実際は
「チェロ」かもしれない。ハルシネーション（間
違い）を実際の音を聴いて見抜く練習をする。

• 著作権に配慮し、歌詞や楽譜をそのままコピーす
るのではなく、自分が聴き取った特徴を言語化し
て入力する。

音楽の授業でサン・サーンスの「白鳥」を聴きま
した。私は「とても良い天気で、白鳥ががゆっく
り池で泳いでいる様子」がイメージできました。

どのような演奏からそう感じるのか詳しく知りた
いです。音楽の専門家として、考えるヒントを出
してください。

• 音楽科の鑑賞において、生成AIは「音を聴く
耳」の代わりではありません。あくまで、「聴
こえてきた音をどう捉えるか」という言語化の
サポートや、「なぜそう聴こえるのか」という
背景知識への橋渡しとして活用します。

• 「なんとなく良い」ではなく「金管楽器の強い
音が重なっているから」などと論理的に説明で
きるようにします。

• 児童生徒が生成AIに対して「なぜそうなるの？」
「他の視点はない？」「今の説明は、この楽譜の箇
所と矛盾していない？」といった、問いを投げかけ
ます。

• 最終的に、生成AIの意見も参考にしつつ、自分だけ
の「音楽紹介カード」を作成します。

• 専門用語（スタッカート、クレッシェンド等）を正
しく使って説明できるようにします。

• 生成AIの説明する時代背景や作曲者の経歴や考え方
などが正しいか検証します。

• 複数の演奏者の違い（解釈の違い）を比較・言語化
させ、自分好みの演奏を見つけます。
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④ さらに深めるために

作品のイメージを膨らませる（図画工作、美術）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：美術

• 「アートディレクター」としてのペルソナを
設定し、自分の作品への助言を求める。

• 出力方法を「表形式」や「箇条書き」に指定
し、改善案を構造的に整理させる。

• 自分の意図がAIに正しく伝わるまで、条件
（制約）を加えながらプロンプトを改善する。

• 著作権やプライバシーに配慮し、今までにポ
スターに似たものが存在しないか確認する。

• ハルシネーション（もっともらしい嘘）の可
能性を理解し、技法の名称などを自分で再確
認する。

あなたはベテランのアートディレクターです。私が考
えた「SDGsを啓発するポスター」について考えまし
た。都市と植物をモチーフにしたデザインを考えたの
ですが、現在の案では少し硬さがあります。「有機的
なフォルム」や「柔らかな光のグラデーション」を取
り入れ、植物特有の生命力と安らぎを強調したいと考
えています。もう少し植物の持つ安心感を与えるデザ
インにしたいです。それらの表現方法について、私と
一緒に考えてください。既存の作品の真似はしないで
ください。

• 想定学校種：小学校中学年～

• 教科科目：図画工作

• 自分が描きたい「秘密の楽園」などのテーマ
に合う、「おもしろい木」のアイデアのヒッ
トを出してもらう。

• その回答に対して「何でそう思ったの？」
「どんなところが面白いの？」といった疑問
をさらに生成AIに投げかけさせ、対話を繰り
返すことで作成したい作品のイメージを引き
出す。

• 生成AIとの対話を通じて、自分がどのような
作品を作りたいかといった考えを整理させる。

今から「人がいない秘密の楽園」を絵に描きます。
島にある「おもしろい木」のアイデアを考えるヒ
ントを出して。ただし、具体的な形や色を説明し
たり、絵を出したりしないでください。

• 図画工作や美術の授業において、児童生徒の
「心の中にあるイメージ」を言葉によって引き
出し、可視化し、それを自分の手で超えていく
ための「試行錯誤のパートナー」として活用し
ます。

• 生成AIは「正解」を提示するのではなく、児童
生徒の発想を「広げる」アドバイザーや、客観
的な視点を提供する鑑賞者として位置付けます。

• 生成AIの答えをそのまま写すのではなく、自分
の好きな色や形にアレンジすることを約束しま
す。

• 模写やコラージュ等について著作権や肖像権等
に配慮するよう事前に指導します。

• 生成AIに「あえて反対の意見を言って」と頼む
ことで、作品の弱点に気付く工夫をします。

• 生成AIの回答に含まれる技術用語（例：黄金比、
補色など）を教科書で調べ直す活動を入れます。
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④ さらに深めるために

表現力を磨く（図画工作、美術）

• 想定学校種：高校〜

• 教科科目：美術

• スケッチ段階での行き詰まりを、AIとの対話
で解消し、制作への意欲を高めながら表現力
を磨く。

• 自身のスケッチを基に作品テーマ「文明が消
えた後の静寂」を、より効果的に伝えるため
のヒントを視覚的に得る。

• 「激しさ」という抽象的なイメージを、具体
的な視覚要素（光、影、質感）に分解する力
を養う。

• AIの回答をそのまま受け入れるのではなく、
自分のイメージに合うものを選択する判断力
を養う。

（作品の写真をアップロードして）添付した写真
は、私の制作中の模型のスケッチです。テーマは
「文明が消えた後の静寂」ですが、現状の構図で
は気象現象の激しさが不足していると感じていま
す。自分の模型制作の構図の参考にしたいので、
このスケッチの構成をベースに、猛烈な嵐や雷鳴、
あるいは激しい砂嵐といった、文明を飲み込むよ
うな気象の厳しさを強調したアレンジ画像を何点
か生成してください。

• 想定学校種：中学校〜

• 教科科目：美術

• 描きかけ、あるいは完成した作品をタブレット端
末で撮影し、生成AIに見せる。

• 生成AIの回答で、自分の意図（例：「歩きスマホ
は危険」）と合っているか確かめる。

• 「危険だと伝えたいのに、生成AIには楽しそうに
に見えたんだな」と気付き、赤や黄色の色を加え
たり、形を調整したりする具体的な工夫を自分で
考える。

• 「自分の表現」と「他者の受け取り方」のつなが
りを実感する。

• 生成AIに「アドバイス」をさせるのではなく、あ
くまで「感想（私はこう感じた）」を言わせるこ
とで、子どもの主導権を守る。

（作品の写真をアップロードして） 私は「歩き
スマホ防止」の「ピクトグラム（視覚記号）」を
制作しました。あなたは、この絵からどんなこと
を感じますか？ １つか２つ、言葉で教えてくだ
さい。また、絵のどの部分を見てそう思ったかも
教えてくれるとうれしいです。

• 美術科において生成AIを活用する際は児童生徒
の「見方・考え方」を広げ、自分なりの表現を
追求するための「補助」として活用します。

• 自分の絵について、生成AIの反応してもらった
り、参考になる画像を生成してもらうことで、
もう一度、自分の作品を見つめ直すことができ
ます。

• 生成AIを「正解を出す先生」ではなく、「忖度
のない一人の観客」として扱うことで、作品を
磨き上げる試行錯誤が生まれます。

• 生成AIに「あなたは幼稚園児です」や「あなた
は日本に来たばかりの外国人です」と問いかけ、
多様な視点からのフィードバックを得ます。

• 生成AIに画像を作って貰うことが目的ではなく、
あくまで模型を作るアイディアを貰っていると
いう視点が重要です。実体化させる技術は自分
にしか出せない」という点を重視し、実制作へ
の意欲を向上させます。
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④ さらに深めるために

生活の困りごとを解決するプロジェクトを実行する（技術・家庭）

• 想定学校種：中学校

• 教科科目：技術・家庭（技術分野）

• 「災害時に備える」といった社会の課題を解決す
るために、これまで学習したことを生かして仕組
みを作る。

• 生徒は「プロジェクトリーダー」、生成AIは「技
術アドバイザー」になりきって対話する。

• 複雑なプログラミングのミス（バグ）を生成AIと
一緒に見つけたり、より長持ちする材料を相談し
たりして、試行錯誤を繰り返す。

• 生成AIとの対話を通じて、自分の作品が社会にど
う役立つかを深く考える。

• 自ら課題を見付け、最新の技術を賢く使って解決
しようとする態度を養う。

私は今、災害時にスマホを充電できる水車につい
て考えています。災害時以外の役割や水の流れを
効率よく電気に変えるための工夫について考えて
いますが、まとまりません。あなたはプロのエン
ジニアとして、このアイデアを実現するために相
談に乗ってください。

• 想定学校種：中学校

• 教科科目：技術・家庭（技術分野）
• これまでに学んだ学習内容を組み合わせ、
「スマート栽培システム」の構想を立てる。

• 「答え」を聞くのではなく、生成AIに構成要
素を組み合わせるヒントを求める。

• 生成AIの提案に対し、「学校にある材料（木
材や電子部品）で実現可能か」を生徒が吟味
する。

• 技術による問題解決の「見通し」を立てる力
を養う。

• 単一の内容では解決できない課題に対し、複
数の技術を統合する視点を持たせる。

あなたはスマート農業に関わるエンジニアです。
生物育成と情報の技術を組み合わせて、旅行中も
レタスを枯らさないシステムを作りたいです。セ
ンサーとアクチュエータ（動く部品）をどう組み
合わせればいいか、考えるためのヒントをくださ
い。

• 「技術のリンク」を考えるためのパートナーと
して生成AIを機能させることが、新学習指導要
領が求める「技術による問題の解決」の高度化
につながります。

• 生徒がこれまで学習した複数の知識を組み合わ
せる際、生成AIに「この２つを組み合わせたら、
どんな面白いことができる？」と問い掛けさせ
ます。これにより、技術を通して社会の課題を
解決する「発想の接着剤」として活用を目指し
ます。

• 自分の考えに対して、生成AIに「あえて厳しい
意見を言って」と頼みます。これにより、自分
一人の視点では気付けないリスクや改善点を見
付けることができます。

• 作業が止まってしまった時、状況を言葉にして
生成AIに説明します。「ここまではできたけれ
ど、ここからが進まない」という対話を通じて、
生徒自身が自分の思考を整理（メタ認知）し、
次のステップへ踏み出すきっかけを作ります。
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④ さらに深めるために

生活を便利にするプログラムを作成する（技術・家庭）

• 想定学校種：中学校

• 教科科目：技術・家庭（技術分野）

• 「部活動の練習管理」など、具体的な生活課題を
解決するガジェットを構想する。

• 生成AIを「熟練エンジニア」として位置付け、追
加機能（例：休憩時間の変更、残り時間の通知音
の変化）の実装方法を何度も対話して深める。

• 「思いついたアイデアがプログラム可能か」「組
み合わせた時にエラーが起きないか」を生成AIと
繰り返し試行錯誤（プロトタイピング）する。

• 教師の支援を最小限に抑え、生成AIとの協働に
よって、自分の意志を高度なプログラムで形にす
る。

あなたは経験豊富なシステムエンジニアです。今
のタイマーに、カウントダウンが終わった後、自
動的に次のスケジュールを表示する機能を追加し
たいです。最もスマートなプログラムの構造を一
緒に考えてください。

• 想定学校種：中学校

• 教科科目：技術・家庭（技術分野）

• 自分で組んだプログラムが動かない（バグがあ
る）際、その理由を生成AIと一緒に分析する。

• 生成AIの提示した修正案が、最新の仕様や利用す
る機器の機能に合っているか（ハルシネーション
がないか）検証する。

• 入力する情報に、著作権に触れるような既存の
コードや他人のID等が含まれないよう留意する。

• 生成AIが出した複数の解決策を比較し、最も効率
的で分かりやすい方法を生徒が選択する。

• 技術的な問題を自ら発見し、多角的な情報を整
理・統合して解決する能力を育成する。

このJavaScriptのコードを実行するとエラーが
出ます。

＜コードを貼り付け＞

どこに論理的なミスがあるか、修正のヒントを教
えてください。

• プログラミングの学習において、プログラムが
動かないとき、エラーメッセージやコードを生
成AIに示して「なぜ動かないか」を相談し課題
を解決します。

• 生成AIに答えを聞くのではなく、「この部分の
数値を確認してみては？」とデバッグ（修正）
のヒントを出すパートナーになってもらいます。

• 教師一人がクラス全員の質問に即座に答えるの
は困難ですが、生成AIが個別に伴走することで、
生徒の意欲に応えることができます。

• 生成AIに「完成したプログラムコード」を作ら
せるのではなく、「アルゴリズムのフロー
チャート」の改善案を提案させ、生徒自身がプ
ログラムコードを完成させることで、主体的な
設計者であることを意識します。

• 「もし利用者が目が不自由な人だったら、この
タイマーはどう改良すべき？」「もし電池を極
限まで長持ちさせたいなら、どの機能を削
る？」といった極端な設定を投げかけ、技術の
トレードオフ（あちらを立てればこちらが立た
ず）を体験させます。
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④ さらに深めるために

幼児の笑顔を引き出す手づくりおもちゃ（技術・家庭）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：技術・家庭（家庭分野）

• 自分たちが考えたおもちゃの案に対し、生成
AIに「幼児」や「保護者」の視点で反論（ク
リティーク）させる。

• 想定される「幼児の予期せぬ行動」を生成AI
と議論し、設計を改善する。

• 「主体的・対話的で深い学び」として、生成
AIとの対話を「思考の壁打ち」に活用する。

• 単なる製作で終わらず、なぜその改善が必要
だったのかというプロセスをポートフォリオ
にまとめる。

私たちは「牛乳パックの積み木」を作る計画を立
てました。これに対して、3歳児の視点で「ここ
が遊びにくい」「もっとこうしてほしい」という
不満を３つ教えてください。また、その不満を解
決するための工夫も一緒に考えてください。私た
ちは、その意見を元に設計を改善します。

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：技術・家庭（家庭分野）

• 幼児の心身の発達段階（安全性、興味、手の
大きさ等）等、対象者をしっかりと考える 。

• 生成AIを「検索」ではなく「ブレインストー
ミングのパートナー」として活用する 。

• 自分たちでは気づきにくい、幼児特有の「誤
飲」や「怪我」のなどのリスクを列挙させる。

• おもちゃの具体的な設計図の前に、まず「ど
のような配慮が必要か」という評価基準を自
ら設定する。

• 生成AIの回答を鵜呑みにせず、教科書の記述
と比較して妥当性を検討する。

私たちは保育実習で２歳児が遊ぶおもちゃを作り
ます。３歳児の手の大きさや発達の特徴をふまえ、
手作りおもちゃを製作する際に、安全面と楽しさ
の面で配慮すべきポイントを一緒に考えてくださ
い。

• 単に「幼児向けのおもちゃの作り方を教えて」
と入力するだけでは、生徒の思考が止まり、生
成AIが答えを出すだけの「検索ツール」になっ
てしまいます。これを生成AIを「考えを深め、
広げる道具」として昇華させることで、教科に
おける「生活を工夫し創造する能力」をより高
めます。

• 生成AIとの対話を通じて、生徒が対象者（幼
児）への理解を深める学習活動にします。

• 生成AIが出した「角を丸くする」といった提案
に対し、具体的にどう加工するかを生徒同士で
対話させます。

• 教師はあえて正解を言わず、生成AIとのやり取
りから生徒が「安全・安心」の根拠を見付ける
過程を支援します。

• おもちゃで幼児たちがけがをしてしまう危険性
やおもちゃに飽きるかもしれない可能性を生成
AIに尋ね、改良のヒントにしたり、友達同士の
議論のきっかけにすることもできます。
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調理実習のよりよい献立を考える（技術・家庭）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：技術・家庭（家庭分野）

• 地域の特産品や「フードロス」などの社会的課題
をテーマに設定する。

• 案を出す前に、生成AIに「地産地消のメリットと、
現在の地域の課題」を問い掛け、背景知識を深め
る。

• 自分の考えた献立が、いかに環境や地域経済に貢
献できるかを生成AIと議論（壁打ち）する。

• 生成AIから「別の視点（例：ゴミを減らす調理
法）」を引き出し、献立をブラッシュアップする。

• 単なる調理計画ではなく、社会との関わりを意識
した「探究レポート」としてまとめる。

私は宮城県の特産品である「ずんだ」を使った新
しいお弁当を考えています。地産地消を推進しつ
つ、プラスチックごみを減らす工夫も入れたいで
す。私の考えた「ずんだ春巻き弁当」について、
環境負荷と栄養バランスの観点から、最高の献立
に仕上げるために私と対話を繰り返しながら、ア
ドバイスをして下さい。

• 想定学校種：小学校高学年～

• 教科科目：技術・家庭（家庭分野）

• グループで考えた献立と、使いたい食材を生成
AIに入力する。

• 五大栄養素のバランスをどのように考えたら良
いか、生成AIからフィードバックをもらう。

• 「答え」をもらうのではなく、自分たちの献立
を「より良くするヒント」として活用する。

• 生成AIの提案から、グループの人たちの好み
に合う食材を自分たちで選択し、献立を修正す
る。

私たちは調理実習で「いろどり炒め」を作ります。
材料はキャベツ、にんじん、ベーコンです。この
献立の栄養バランスが心配です。栄養バランスを
確認する方法や改善方法を考えるためのヒントを
ください。

• 調理実習の献立を単なるレシピ検索ではできな
い「多角的な検証」と「最適化」のプロセスを
重視した探究的な学びにします。

• 生成AIの回答を「一つの意見」や「たたき台」
として扱い、それを元に「自分たちはどうした
いか？」とグループで議論を深めるきっかけに
します。

• 「美味しい献立」といった曖昧な言葉ではなく、
「旬の食材」「予算」「調理時間」など、具体
的な制約条件を言語化させます。

• 生成AIの提案に対し、「それは今の季節に安く
買えるか？」と児童生徒に再確認させるプロセ
スを必ず入れると旬の食べ物に関しての知識も
深まるかもしれません。

• 「もっと安くするには？」「もっと彩りを良く
するには？」 「それなら、こっちの食材の方が
安くない？」と対話を重ねることで、生徒自身
のこだわりや「もっと良くしたい」という主体
性を引き出し、思考の深まりが生まれます。

• 生成AIとどのような対話を重ねたのかを見取る
ことで授業者の評価につなげることができます。
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④ さらに深めるために

成功の秘訣を見付ける（体育）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：体育

• チームの弱点（例：経験が少ない）をデータ化し、
生成AIを「戦略アナリスト」として解決策を練る。

• 生成AIと「壁打ち」しながら共創する。

• 体育が苦手な生徒も、生成AIとの対話で「戦術的
な役割（スペシャリスト）」を見つけ、チームに
貢献する。

• 生成AIに「あえて今の作戦の弱点を指摘して」と
頼み、リスク管理を含めた高度な作戦立案を行う。

• 運動の楽しさだけでなく、ICTを駆使して「勝つ
ためのプロセス」を論理的に構築する。

あなたはプロのバスケットボールコーチです。私
たちのチームは経験者が少なく、なかなか勝てま
せんが、スピードには自信があります。この特徴
を活かして、守備から攻撃に切り替える際の「速
攻のパターン」を一緒に考えてください。「速攻
のパターン」を実現するための練習メニューの改
善も検討したいので、私たちの今の練習メニュー
を送ります。

• 想定学校種：小学校中学年～

• 教科科目：体育

• 自分の状況を整理して生成AIに入力し、適切
なアドバイスを引き出すための「条件指定」
「情報の整理」を学ぶ段階である。

• 生成AIに「すぐに答え（やり方）を教えない
で」と指示を出すことで、児童の気付きを促
し、自分の感覚を言葉にするトレーニングを
行う。

• 生成AIの回答から、自分にとって実現可能な
「１つだけのポイント」を選ぶ。

• プライバシー等に配慮し、動画ではなく「言
葉」で伝える方法を学ぶ。

私は逆上がりの練習をしていますが、上手くでき
ません。足は一生懸命蹴っているつもりですが、
できません。私は自分の力で、逆上がりができる
ようなりたいです。あなたは体育の先生です。や
り方そのものではなく、考えるためのアドバイス
を下さい。

• 単に知識を得るためではなく、「自分の身体の
動き（感覚）」と「運動の理屈（理論）」をつ
なぐ架け橋として位置付けます。

• 特に体育が苦手な児童生徒にとって、生成AIは
「何度聞いても怒らない、自分専用のパーソナ
ルコーチ」になり得ます。

• 他者の視点（客観性）を取り入れることで、苦
手意識による心理的ハードルを下げ、運動への
意欲を高めます。

• 生成AIへの指示が「具体的であればあるほど、良い
回答が返ってくる」という生成AIの特性を理解しま
す。

• 生成AIからの助言を鵜呑みにせず、実際の練習で試
してみて「できた・できなかった」をフィードバッ
クする対話を行います。

• 友達同士で、生成AIに入力した内容を意見交流させ
ることで、適切なアドバイスを引き出すための方法
を知ります。

• 生成AIとの対話履歴を確認し、ワークシートにまと
めさせることで、学びの過程を振り返ることができ
ます。
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④ さらに深めるために

より良い「生活習慣」を見付ける（体育、保健体育）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：保健体育

• 自分の趣味や習い事で忙しい状況を説明し、無理
なく続けられる「自分専用の健康プラン」を生成
AIとの対話で作り上げる。

• 「塾で寝るのが遅くなる」等の現実的な悩みを生
成AIにぶつけ、解決策を共に考える。

• 生成AIに「答えを教えないで」と指示し、対話を
通して自己決定を促す。

• 生成AIの提案を実際に1週間試し、その結果を
フィードバックしてプランを改善する。

• 「なぜそのプランにしたのか」という理由を、生
成AIとの対話履歴を根拠に説明させる。

• 自分だけでなく、家族や友達にも提案できる「健
康習慣」へと発展させる。

私は放課後に習い事があり、寝るのが21時半に
なります。でも、朝すっきり起きて元気に学校へ
行きたいです。私の今の生活を改善しながら、無
理なく続けられる「朝の目覚めスッキリ作戦」を
一緒に考えてください。すぐに答えを言わず、私
にヒントを出しながら一緒に見付けてください。

• 想定学校種：小学校高学年～

• 教科科目：体育

• 自分の昨日の生活（睡眠・食事・運動）を客
観的に書き出す。

• 「もっと良くするためのヒント」をもらい、
自分の考えと比較する。

• 生成AIのヒントを「答え」として鵜呑みにせ
ず、教科書の内容と合っているか確認する。

• 健康診断の結果などの機密性の高い個人情報
は入力しないよう、情報リテラシーと一緒に
学ぶ必要がある。

あなたは健康の専門家です。私は、健康になるた
めに毎日、朝ご飯は食べ過ぎないようにパンだけ
にして、外で30分遊び、22時に寝ています。
もっと元気に過ごすために生活をよくしたいと考
えています。改善のためのヒントを教えてくださ
い。

• 最も避けたいのは「生成AIに、正しい生活習慣
を聞いて終わり」になることです。

• 教科書通りの「早寝早起き」ではなく、自分の
生活における課題を生成AIに客観的に分析して
もらい考えます。

• 生成AIが出した健康アドバイスに対し、「本当
に自分の生活で実行可能か」を吟味します。

• 自分一人では思いつかない、健康維持のための
「意外な工夫」を生成AIとの対話から引き出し
ます。

• 生成AIの提案から、今の自分に最も適した行動
目標を自分で考えます。

• 生成AIとの対話を通して、「どうすれば現実的
に実行できるのか」を試行錯誤する体験をさせ
ます。

• 自分の具体的な生活習慣を入力する際、どこま
での情報を生成AIに入力してよいかを判断させ
ます。

• 友達と生成AIのアドバイスを見せ合い、自分と
の違いに気付く場面を作ります。
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④ さらに深めるために

安全や安心を考える（体育、保健体育）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：保健体育

• 「インフルエンザなどの予防に関する噂や民
間療法」について生成AIと考える。

• 生成AIの回答の中に、根拠が不明確なものや
「ハルシネーション（もっともらしい嘘）」
がないか探す。

• 生成AIの回答について、厚生労働省や国立感
染症研究所の公式サイト（信頼できる情報
源）で科学的根拠（エビデンス）を探す。

• 個人情報を入力しない、著作権を守る（生成
AIの回答を自分の意見として発表しない）な
どのルールを確認する。

あなたは感染症の専門家です。ネットで「〇〇を
飲めば風邪が絶対に治る」という話を聞きました。
この情報の信ぴょう性を検証したいと考えていま
す。私と一緒に中学生が理解できるように科学的
に分析してください。不明な点がある場合は、勝
手に作らず「わからない」と答えてください。

• 想定学校種：小学校中学年～

• 教科科目：体育

• 校内の「けがが起きそうな場所」を自分たち
で予想し、実地調査を行い「昇降口での店頭
の問題」を発見する。

• 調査結果をもとに、「どうすれば事故を防げ
るか」のアイデアを生成AIに相談する。

• 生成AIのヒントを参考に、自分たちで実現可
能なアイデアを整理し、「安全ポスター」
「放送用原稿」を作成する。

• 生成AIの答えを丸写しせず、自分たちの学校
の状況に合うものを選び取る経験をする。

私たちは学校の安全リーダーです。雨の日の昇降
口で転ぶ人を減らしたいです。みんなが「自分か
ら気をつける」ようになるための、おもしろいア
イデアを考えたいです。自分から気を付けるよう
になるためにどのような働きをすればよいか、ヒ
ントをください。

• 「自分の体と生活に責任を持つ」という意識を
持たせ、児童生徒は知識としての保健を「自分
たちの命を守る技術」へと昇華させます。

• 「どうすればいい？」と丸投げするのではなく、
生成AIの回答を自分たちで取捨選択し、自分た
ちの学校や生活に最適な形へ「再構築」させる
プロセスを重視します

• 相手の立場による受け止めの違いをシミュレー
トすることで、共感的理解や多面的な物事の見
方を深める「対話的な学び」を実現します。

• 「自分の考えが正しい」と確信したときこそ、
生成AIに反論させることで、多角的な視点や見
落としていたリスクに気づくことができます。

• 「どんなプロンプトを入れたら、生成AIの回答
がより具体的になったか」という履歴を友達と
比較させることで、言語能力と論理的思考力を
高めます。

• 「情報の確からしさ」を判断するためのチェッ
クリストを自分たちで作成します。

• 「生成AIの意見を聞いて、自分たちの工夫がど
う良くなったか」を振り返りに書かせます。
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④ さらに深めるために

音声入力・出力を使って外国語で会話する（外国語）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：外国語（英語）

• 生成AIに役割（アメリカの中学生）を与える
ことで、より具体的でリアルなやりとりの練
習につなげる。

• 自分の日常を英語で説明し、相手に伝える力
を養う。

• 「ゆっくり話して」「簡単な単語で」といっ
た条件を設定することで、自分にとって最適
な学習方法を調整する。

• 会話が止まってしまったときに、「今の返答
のヒントを日本語で教えて」と生成AIを主体
的に活用することで、自律的に学習を進めら
れる。

私は中学校３年生です。あなたはアメリカの中学生で
す。今から放課後の過ごし方について音声で会話しま
しょう。中学校で活用する単語を使ってください。

<生徒（音声）>

“Hi, Alex! What do you do after school?”

（やあ、アレックス！放課後は何をしているの？）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：外国語（英語）

• 既習の定型表現（自己紹介や好きなものな
ど）を生成AIに英語で話しかける。

• 音声入力を使うため、伝わりやすい英語で話
さないと生成AIが聞き取ってくれないという
適度な緊張感が生まれる。

• 生成AIが正しく聞き取ってくれたか、返答の
内容から確認する。

• 上手く伝わらなかった場合、発音や語順を自
分で調整して再挑戦する。

• 「答えを教えてもらう」のではなく、「自分
の英語が通じるか試す」場として活用する。

私は中学1年生です。英語で話します。英語の意
味が通じているか確認したいので、私の英語を日
本語に直してください。そして、私の英語の表現
に改善点があれば、改善のヒントもください。

• 単に生成AIに正解を聞くのではなく、「生成AI
を対話のパートナー」として使いこなすことで、
英語の表現力向上を目指します。

• 生成AIは何度でも納得いくまで寄り添って対話
を続けてくれるため失敗を恐れずに試行錯誤で
きます。

• 音声入力を使うことで、「話すこと」スピーキ
ングの練習になります。

• 音声出力させることによって、「聞くこと」の
力を育むことができます。

• 「私は中学〇年生です」や「あなたは〇〇で
す」というプロンプトの重要性を理解し、出力
の質が変わることを体感させます。

• 生成AIに「聞き返してもらう」「条件を自分で
設定する」「反論してもらう」といったプロセ
スを組み込むことで、児童生徒が自ら試行錯誤
し、考えを深める授業につながります。

• 友達とペアになり、生成AIの反応を予想しなが
ら対話を進めることで進めることで、級友との
対話を進めることで新しい発見につながります。
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① 概要

④ さらに深めるために

文法のレベルアップ・トレーニングをする（外国語）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：外国語（英語）

• 生成AIに対し、「正解なら難易度を上げ、不
正解なら難易度を下げる」という条件（ルー
ル）を設定して問題を出させる。

• 自分の今の実力を生成AIに見極めさせ、限界
ギリギリの難易度に挑戦する。

• 生成AIとの対話ログを振り返り、自分がどこ
でつまずきやすいか要因を分析する（メタ認
知）。

• 情報活用能力として、生成AIの出題傾向やミ
スを分析し、より質の高い問題を出させるた
めの「プロンプト改善」を繰り返す。

私は中学校３年生です。今から英語の「受け身（受動
態）」のクイズをしましょう。一問ずつ出してくだ
さい。

私が正解したら”Level Up!”と言って、単語を難し
くしたり、文を長くしたりしてください。

私が２回続けて間違えたら、レベルを一つ下げて、中
学２年生の文法に戻ってください。

問題は、日本の観光地を紹介する英文で作ってくださ
い。

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：外国語（英語）

• 自分が苦手な文法（例：現在完了形）に絞って、
生成AIに練習問題を作成させる。

• 「一問一答」形式を指定し、一気に答えを見ずに
一問ずつ集中して解く。

• 間違えた際に「なぜその答えになるのか、ヒント
を出して」と対話し、思考を深める。

• 生成AIの解説に納得できない時は、「もっと中学
生に分かる言葉で説明して」と再試行（リトラ
イ）する。

• 著作権を意識し、生成AIが作った例文を自分の英
作文としてそのまま提出せず、参考にする。

私は英語の現在完了形の「経験」の文が苦手です。
「一問一答」で並べ替え問題を出してください。

私が間違えたら、答えを教える前に、どこが違
うのかヒントを出して、もう一度考えさせてくだ
さい。

• 生成AIに問題を丸投げするのではなく、「どの
ように出題させれば自分の力になるか」という
ルールを自分で設計することが最大のポイント
です。

• 一問一答形式で生成AIとやり取りを繰り返すこ
とで、「なぜその答えになるのか」というプロ
セスの理解につながります。

• 単なるドリル形式の学習とは異なり、間違えた
際に「どこが違うのか」を生成AIと対話しなが
ら探究することで、文法構造の深い理解につな
げます。

• 「テーマ：[ ]、難易度：[ ]、語数：[ ]」のよ
うに、条件を入力させることで、論理的思考
（プログラミング的思考）を深めます。

• 「正解が続いたら、関係代名詞を使ったより長
い文にして」など、出力方法を指定します。

• クイズの後に、使われた重要単語のリストを表
形式で出して」や「間違えた理由を3つのポイ
ントで解説して」など、自分にとって最も学習
効率の良い「情報の受け取り方」を模索させま
す。
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④ さらに深めるために

「話すこと」「書くこと」表現を豊かにする（外国語）

• 想定学校種：高等学校

• 教科科目：外国語（英語）

• 日本語で考えた複雑なロジックを生成AIに説明し、
それを英語の論理構成（結論から書く等）に直す
ためのアドバイスをもらう。

• 生成AIに「もっと力強い言葉にして」「もっと控
えめな表現にして」とリクエストを繰り返し、自
分の感情に最も近いニュアンスを追求する。

• 生成AIが作った英文に対して「この単語は私のイ
メージと違う」と指摘し、納得がいくまで一緒に
推敲する。

• 「生成AIに全部訳させるのは禁止。自分で書いた
文を、生成AIに『磨いてもらう』」というルール
にする。

修学旅行の感想を英語で書きました。でも、なん
だか子供っぽい気がします。高校２年生の私の
「感謝の気持ち」がもっと大人っぽく、でも私の
等身大の言葉で伝わるようにしたいです。子供っ
ぽく感じる部分を指摘して、私との会話を通して、
修正案を一緒に考えてください。ただし、答えそ
のものは、出さないでください。

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：外国語（英語）

• スペルに自信がなくても、生成AIが「たぶんこう
言いたいんだな」と汲み取ってくれる特性を生か
し、書くことへの恐怖心をなくし、英語に親しめ
るようにする。

• 書きたい単語のスペルが１、２文字違っていても、
生成AIが文脈から判断して返信してくれることを
体験する。

• 生成AIに「正しいスペルを教えて」と聞くのでは
なく、会話の中で生成AIが使う正しいスペルを見
て「あ、こう書くんだ」と気付かせる。

• 「完璧でなくても通じる」というコミュニケー
ションの本質を知り、自信を付ける。

あなたは私の優しい友達です。私は英語のスペル
に自信がありません。でも、友人に英文の手紙を
書きたいと思っています。私が英文を入力するの
で、文章を評価してください。間違いがあっても、
正解を答えるのではなく、修正のためのヒントを
ください。もしどうしても英文の意味が分からな
いときは「どういう意味？」と聞いてください。

• 生成AIは、場所や時間の制約を受けず、個々の習熟
度やニーズに応じた対話練習を可能にします。

• 生成AIの最大のメリットは「正解を押し付けるので
はなく、自分の『言いたいこと』にたどり着くため
に付き合ってくれる」ことです。スペルミスを恐れ
ず、語彙力の壁に阻まれずに、自分の思いを英語で
表現する喜びを感じられる学習を生成AIによって可
能にします。

• 生成AIを使いこなしながらも、「この文章の責任者
は自分である」という当事者意識を持たせます。

• 生成AIに「スペルの間違いは直さなくていいから、
お話を楽しもう」と設定します。

• 音声入力と文字入力を組み合わせ、自分の発音した
音がどう文字になるかを確認します。

• 「どうしても分からない単語は日本語で書いてもい
いよ」と伝え、思考を止めないようにします。

• 「この英語を読んだ外国の人は、私のことをどんな
人だと思うかな？」と、印象を確認します。

• 完成した英文を音読し、自分の口に馴染むかどうか
を確認して、難しすぎる単語は簡単なものに入れ替
えます。
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④ さらに深めるために

資格試験の学習をする（総探、商業、工業、情報等）

• 想定学校種：高等学校

• 教科科目：総合的な探究の時間、商業、工業、情
報等

• 資格試験で得た知識が「実際の仕事でどう使われ
るか」を、生成AIとシミュレーションする。

• 生成AIに「現場監督」や「クライアント」などの
役割を与え、資格の知識を使ってトラブルを解決
する対話を行う。

• 生成試験範囲の内容から、さらに一歩踏み込んだ
「最新技術」や「業界の課題」について生成AIと
探究する。

• 学んだ知識を「誰かに教えるためのスライド構
成」を生成AIと作成し、アウトプットを通じて定
着させる。

〇〇試験の「安全管理」の知識を学びました。あ
なたが工場の現場監督だとして、私が安全対策を
怠っているのを見つけた場面を再現してください。
私は学んだ知識を使って、どのように改善すべき
かあなたに説明します。私の説明が不十分な点は
厳しく指摘してください。

• 想定学校種：高等学校

• 教科科目：総合的な探究の時間、商業、工業、
情報等

• 試験の公式サイトにある「出題範囲」や「シ
ラバス」のテキストを生成AIに読み込ませる。

• 一気に答えを出さず、一問一答形式で出題さ
せる。

• 間違えた問題に対して、なぜその答えになる
のかの解説をセットで求める。

• 自分の苦手な分野だけを集中的に出題しても
らう。

• 生成AIの解答や解説が正しいか検証する。

私は〇〇（資格名）の試験勉強をしています。公
式シラバスの「△△（分野名）」の範囲から、重
要キーワードを使った一問一答を５問作ってくだ
さい。ただし、一気に５問出すのではなく、私が
答えるまで１問ずつ出題してください。間違えた
ら詳しく解説してください。

• 過去問や問題集が少ない資格試験に挑戦する生徒に
とって、生成AIは「自分専用の問題作成者」であり
「家庭教師」となる強力なツールです。

• 試験勉強を「暗記」で終わらせず、社会で役立つ
「スキル」として捉え直します。

• 「生成AIが作った問題を解くこと」が目的ではなく、
「生成AIに良い問題を作らせるために、自分も範囲
を熟知すること」も学びになります。

• 生徒が「この問題は本番に出そうだな」と判断でき
るレベルまで、生成AIと教科書を往復するよう促し
てください。

• 生成AIが作った問題の難易度が適切か、教科書と見
比べて確認する作業を入れます。

• 解説を読んでも分からない時、さらに「図解して」
や「中学生にもわかるように」と聞き直します。

• 生成AIとのロールプレイングを通じて、専門用語を
自分の言葉で説明します。

• 「もしこの法律がなかったら？」という思考実験を
生成AIと行い、制度の必要性を深く理解します。

• 生成AIを「部下」に見立てて指示を出し、学んだ知
識でその妥当性を判断する「管理職体験」をします。
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④ さらに深めるために

良い問いを検討する（総学、総探）

• 想定学校種：中学校～高等学校

• 教科科目：総合的な学習（探究）の時間

• 「地域活性化」という抽象的なテーマから、
自分が心から解決したいと思える具体的な
「問い」を生成AIとの対話をとおして、構築
することを目指す。

• 生成AIに「あえて反対意見を言わせる」こと
で、自分の考えの甘さや前提のバイアス等に
気づき、問いを強固にする。

• 生成AIとの対話ログを振り返ることで、自分
の興味関心がどこにあるのかを客観的に認識
（メタ認知）する。

私は〇〇市の地域活性化について探究したいです
が、テーマが広すぎて困っています。高校生の私
だからこそ取り組める「独自の問い」を考えたい
と思います。

あなたは、探求学習のプロフェッショナルとして、
私の探求学習の問いを立てることを手伝ってくだ
さい。私の考えが深まるように批判的な視点を
持って、対応してください。

• 想定学校種：小学校中学年～

• 教科科目：総合的な学習の時間

• 自分が興味のあるキーワードから、調査可能
な「問い」の形にする方法を学ぶ。

• 「〇〇について教えて」ではなく、「〇〇に
ついて不思議に思うことを3つ挙げて」と聞き、
視点の広がりを体験する。

• 生成AIが出した案の中から、自分が一番「知
りたい！」と思うものを選択し、その理由を
言語化する。

• 「答え」を求めるのではなく、調査のスター
トラインとなる「良い問い」の作り方を生成
AIから学ぶ。

私は「地元の公園」について調べています。もっ
と詳しく調べるために、どんな「なぜ？」がある
か、ヒントを３つ出してください。答えは言わな
いでください。

• 「問いづくり」で生成AIを使う最も悪い例の一
つは、生成AIが提案した「もっともらしい問
い」をそのまま自分のテーマにしてしまうこと
です。

• 生成AIの役割は、答えを与えることではなく、
児童生徒の「内なる問い」を引き出し、言語化
を支援する「壁打ち相手（伴走者）」であるべ
きです。

• 「生成AIが提案した問い」の微細な違和感を感
じ、納得感を大切にして自分で問いを立てるこ
とが、主体性を育む鍵となります。

• 「生成AIが出した問いをそのまま使うのではなく、
自分の言葉に書き直してみよう」と促し、主体的関
与を強めます。

• 児童生徒に「なぜその問いを選んだの？」と問いか
け、生成AIとのやり取りを振り返らせます。

• 生成AIに「小学4年生でも調べられる内容で提案し
て」と条件を付け加える工夫を共有します。

• 友達と生成AIの回答を見せ合い、「自分にはない視
点」がどこにあったか話し合います。

• 「もっと地域の若者の視点に絞って」「予算ゼロで
できる範囲で」など、条件を絞り込んで対話を継続
します。

50



引き出す

取り込む

練り上げる

解
説

② 事例１ ③ 事例２

プ
ロ
ン
プ
ト
の
例

① 概要

④ さらに深めるために

情報を収集するときの調査方法を検討する（総学、総探）

• 想定学校種：中学校～

• 教科科目：総合的な学習（探究）の時間

• 「専門家」のペルソナを生成AIに与え、多角
的な視点から調査項目をリストアップさせる。

• 個人情報や著作権に触れる内容を入力しない
ための「入力のルール」を実践的に学ぶ。

• 生成AIが「もっともらしい嘘（ハルシネー
ション）」をつく可能性があることを理解し、
リストアップされた調査項目の妥当性や生成
AIが提案した情報源（URLや文献名）が実在
するか確認し、情報の裏付けを取る態度を育
てる。

• 出力形式を「表形式」などに指定し、情報を
整理して比較する能力を身に付ける。

地域の伝統行事の維持について調べています。私
は「観光客を増やすべきだ」と考えていますが、
あえて反対の「行事本来の伝統を守ることを一番
に考えて、無理に観光化すべきではない」という
立場から、どのような調査が必要かリストアップ
してください。また、信頼できる統計データの探
し方も表形式で教えてください。

• 想定学校種：小学校高学年～

• 教科科目：総合的な学習の時間

• 自分が調べたいテーマについて、適切なキーワー
ドや図鑑・Webサイトの探し方を知る。

• 「〇〇について教えて」ではなく、「〇〇につい
て調べるためのキーワードを5つ提案して」とい
う問い方の違いを体感する。

• 生成AIが示したキーワードを使って、実際に図書
室や検索エンジンで自分で調べる。

• 「答えそのもの」ではなく「答えにたどり着くた
めのヒント」を生成AIから引き出すスキルを養う。

• 生成AIの回答を鵜呑みにせず、自分の手で事実を
確認する（ファクトチェック）の第一歩とする。

私は小学校５年生です。絶滅危惧種のニホンカワ
ウソについて調べています。図書室で本を探した
り、インターネットで検索したりするときに、ど
んな言葉で調べれば詳しい情報が見つかります
か？５つ教えてください。答えそのものは教えな
いでください。

• 「調査方法を教えてもらう」という活動におい
て、最も避けるべきは「〇〇について調べて」
と入力し、出てきた内容をそのまま書き写すこ
とです。

• 生成AIを「百科事典」としてではなく、「司書
さんや研究アドバイザー」として活用する視点
を取り入れている。これにより、情報の探し方
を学び、多角的な視点を得ることを重視します。

• 生成AIは最新の事実確認（検索）には不向きな
場合があることも理解させる必要があります。

• 児童生徒が「答え」を聞いてしまった場合は、
「それは答えだね。どうすれば調べ方を教えて
もらえるかな？」と問いかけ、プロンプトを再
考させます。

• 複数の児童生徒で異なるキーワードを生成AIに
出してもらい、生成AIの答えが常に同じでない
ことを理解させます。

• 生成AIの回答をそのままレポートに貼り付けず、
必ず自分の言葉で再構成することを徹底します。

• 生成AIに「反論」をさせる役割を与え、自分の
調査方針に抜け漏れがないかチェックします。
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① 概要

④ さらに深めるために

調査した資料の整理・分析方法を検討する（総学、総探）

• 想定学校種：中学校〜

• 教科科目：総合的な学習（探究）の時間

• 自分たちで行った分析結果を生成AIに説明し、
そこから導き出せる「複数の解釈」を議論す
る。

• 「なぜこのような結果になったのか？」とい
う背景の推察を、生成AIの知識（社会情勢
等）をヒントに深める。

• 自分たちの分析に潜む「偏り（バイアス）」
を、生成AIとの対話を通じてメタ認知する。

• 生成AIを「答えを出す機械」ではなく、思考
を広げ、深めるためのパートナーとして使い
こなす。

私たちは調査の結果、「公園が汚いのは、ゴミ箱
がないからだ」と分析しました。でも、本当にそ
れだけが理由でしょうか？他に考えられる「隠れ
た原因」を見付けるための、新しい質問項目を一
緒に考えてください。

• 想定学校種：小学校高学年〜

• 教科科目：総合的な学習の時間

• 集まったインタビューメモや写真などの種類
を生成AIに伝え、適切な分類方法を相談する。

• 自分たちの考えた分類方法を提示し、それ以
外の切り口のヒントを提案してもらう。

• 提案されたヒントの中から、自分たちの探究
の目的に最も合うものを自分たちで選び、分
類方法を考える。

• 「全部おまかせ」ではなく「やり方を聞く」
という生成AIとの距離感を学ぶ。

地域のゴミ拾いをして、気付いたことをメモに書
きました。メモが30枚もあります。これを整理
するために「ゴミの種類別」に分けました。他の
分類方法でも分類したいと思います。どのような
分類をするのが良いのか、分類を考えるためのヒ
ントを３つ教えてください。

• 資料の整理や分析は、探究活動において最も頭
を使う、つまり「深い学び」に直結する重要な
プロセスです。単に生成AIに「まとめて」と頼
んでしまうと、データの裏にある背景や、小さ
な気づきを拾い上げるという探究で最も重要な
「思考のプロセス」が失われてしまいます。

• 生成AIを「分析の実行者」ではなく、児童生徒
が自らの手で分析を進めるための「よき相談相
手（コーチ）」として位置付けます。

• 「付箋を使った整理の仕方を教えて」と、具体的な
作業方法を相談します。

• 生成AIに「整理の達人」という役割を与え、整理の
コツ（コツ：欲張りすぎない等）を聞きます。

• 「私たちの分析結果に対して、あえて違う角度から
指摘して」と頼み、思考の死角をなくします。

• 「この結果を地域の大人に伝えたら、どんな反応が
返ってくると思う？」とシミュレーションします。

• 分析から得た自分たちの「仮説」を、生成AIが持つ
世界中の似た事例と照らし合わせて独自性を確認し
ます。
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① 概要

④ さらに深めるために

調査した資料の考察を深める（総学、総探、生活、社会）

• 想定学校種：小学校高学年〜

• 教科科目：総合的な学習（探究）の時間、社会

• 自分たちが地域で集めた調査結果（インタビュー
やアンケートなど）を生成AIに共有する。

• 生成AIに対し、自分たちの地域とは全く異なる特
徴を持つ地域に住む同年代の児童生徒になりきる
よう指示する。

• 自分たちの考察案を生成AIにぶつけ、「君の住む
街の視点から見ると、この結果はどう見える？」
「君の街なら、この課題をどう解決する？」と問
いかける。

• 生成AIからの反応を通じて、自分たちの地域の特
性を客観的に捉え直し、考察の解像度を高める。

私たちは宮城県の農村部で「空き家問題」につい
て探究しています。今から私たちの調査結果を教
えます。あなたは「東京の新宿に住む、地方創生
に興味がある高校生」になりきって、私たちの考
察にコメントをください。特に、新宿のような都
会に住むあなたの視点から見て、私たちの地域の
空き家が「宝の山」に見えるとしたら、それはな
ぜだと思いますか？

• 想定学校種：小学校低学年～

• 教科科目：総合的な学習（探究）の時間、生活科

• 生成AIに「一度も宮城県に来たことがない、南の
島の小学校２年生」になってもらう。

• 「私たちの学校には、大きな桜の木があるよ」
「近くの公園には面白い遊具があるよ」と生成AI
に教える。

• 生成AIから「えっ、桜って何色？」「雪って冷た
くないの？」と質問をもらい、当たり前のことを
詳しく説明する難しさと楽しさを知る。

• 低学年でも「視点のちがい」を楽しむことで、高
学年での高度な考察へとスムーズにつなげる。

あなたは南の島に住む小学２年生です。雪も桜も
見たことがありません。これから私たちが町の様
子や自慢を教えるので、あなたの島との違いや不
思議に思ったことを教えてください。

• 総合的な学習の時間（探究）における「考察」は、
情報の表面をなぞるだけでなく、多角的な視点から
深掘りするプロセスが重要です。

• 同じ地域、同じ学校のメンバーだけでは、どうして
も「地元の当たり前」が前提となり、視点が固定化
されがちです。生成AIを「遠く離れた街から来た交
換留学生」や「異なる背景を持つ外部のアドバイ
ザー」として議論に招き入れることで、考察を充実
させることができます。

• この活用で児童生徒に気付かせたいのは、「事実は
一つでも、解釈（考察）は立場の数だけある」とい
うことです。

• 生成AIに答えを求めるのではなく、あくまで
「別の視点を持つ対等なメンバー」として議論
します。

• 「私たちは宮城県の住人だからこう考えてしま
うけど、東京の高校生なら別の見方をするかも
しれない」という、自分たちの思考の偏り（バ
イアス）を自覚させます。

• 異なる地域の複数のペルソナ（例：北海道の児
童と沖縄の児童）を同時に登場させ、地域間比
較を通じたより普遍的な考察へと導きます。
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① 概要

④ さらに深めるために

発表の作成や発表練習をする（総学、総探、国語）

• 想定学校種：中学校〜

• 教科科目：総合的な学習（探究）の時間

• 完成した発表原稿を生成AIに見せ、想定され
る「鋭い質問」や「批判的な意見」を出させ
る。

• 質問に対する回答を自分たちで考え、さらに
生成AIと議論を深めることで、提言の説得力
を高める。

• 生成AIとの対話を通じて、自分たちの「伝え
たい」という思いが独りよがりになっていな
いか確認する。

私たちの発表原稿を読み込んでください。あなた
は「この地域に長く住んでいる、変化を好まない
住民」です。私たちの「公園にカフェを作る」と
いう提案を聞いて、どんな不安や不満を感じます
か？５つ挙げてください。私たちはその不安にど
う答えるべきか考えたいです。どう答えるべきか
は、答えないでください。

• 想定学校種：小学校高学年～

• 教科科目：総合的な学習の時間、国語

• 自分が伝えたい「一番のポイント」を生成AI
に伝え、それを強調するための構成案を出し
てもらう。

• ポスターやスライドの枚数に合わせて、内容
の配分を相談する。

• 生成AIの提案を比較し、自分たちの発表に最
もふさわしい流れを自分たちで選ぶ。

• 「何を話すべきか」という不安を解消し、表
現することへの意欲を高める。

地域の環境問題について調べました。伝えたいこ
とは「ポイ捨てを減らそう」です。５枚のスライ
ドで発表したいので、１枚目から５枚目までに何
を書けばいいか、構成案を３パターン作ってくだ
さい。一つは「驚きの事実から始まる案」にして
ください。

• 探究学習の最終段階である「まとめ・表現」は、こ
れまでの学びを他者に伝え、社会とつなげる重要な
フェーズです。ここで生成AIを「代筆」に使うので
はなく、「より伝わる表現方法を一緒に練り上げる
クリエイティブ・パートナー」として活用します。

• 生成AIはあくまで「練習相手」や「アドバイザー」
であり、ステージに立つのはあなた（児童生徒）自
身であるということを明確に伝えます。生成AIとの
相談を通じて、「よし、これで自信を持って伝えら
れる！」という実感が持てるかどうかが、主体的な
学びの鍵となります。

• 発表時間が「3分」など短い場合に、情報を絞り込
むコツを聞きます。

• 生成AIの構成を必ず自分たちで「この順番で話しや
すいか」をリハーサルして調整します。

• 生成AIに「聞き手の小学生」や「少し意地悪な質問
者」になりきってもらい、本番さながらの質疑応答
練習を行います。

• 「この発表を聞いた人が、明日からどんな行動をし
たくなるか？」という行動変容の視点で生成AIから
アドバイスをもらいます。

• プレゼンが「事実（データ）」と「意見」に正しく
分けられているか生成AIにチェックしてもらいます。
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① 概要

④ さらに深めるために

インタビューの質問の質を高める（総学、総探、国語）

• 想定学校種：中学校〜

• 教科科目：総合的な学習（探究）の時間

• 自分たちが立てた「仮説（地域がこうなれば
いいという案）」を生成AIに説明し、インタ
ビュー相手にどう伝えれば建設的な意見がも
らえるか相談する。

• 生成AIに「厳しい意見を持つ専門家」を演じ
させ、自分たちの質問や仮説の矛盾を突いて
もらうことで、質問を鋭くする。

• 生成AIとのやり取りから、対話こそが価値を
生むという実感を持ち、本番に臨む姿勢を整
える。

私たちは「公園にオシャレなカフェを作れば、若
者が集まる」と考えていますが、町役場の人に聞
いたら「予算がない」と言われそうです。この壁
を乗り越えて、役場の人と一緒にワクワクする未
来を話し合えるような、前向きな質問の仕方を一
緒に考えてください。

• 想定学校種：小学校高学年〜

• 教科科目：総合的な学習の時間、国語

• 自分が考えた質問リストを生成AIに見せ、それぞ
れの質問で「どんな答えが返ってきそうか」を予
想してもらう。

• 「ネットで調べればわかること」と「その人にし
か聞けないこと」を生成AIに仕分けしてもらう。

• 質問の優先順位をつけるためのアドバイスをもら
う。

• 自分が本当に知りたいこと（探究の核）を再認識
する。

• 相手の貴重な時間をいただくことへの意識を高め、
精選された質問案を作る。

今度、スーパーにインタビューに行きます。質問
を５つ考えましたが、どれが一番「スーパーの工
夫」を引き出せそうですか？理由と一緒に教えて
ください。また、簡単に調べられそうな質問があ
れば指摘してください。

• 外部の方へのインタビューにおいて、質問の質
は探究の深さに直結します。しかし、児童生徒
だけでは「調べればわかること」や「表面的な
こと」を聞く段階で止まってしまいがちです。

• 相手は人間ですので、予定調和な質問ばかりで
は心を開いてくれません。生成AIとの対話をと
おして、質問の内容を深めます。

• 生成AIを自分たちが考える質問の意図を整理し、
相手から「本音や知恵を引き出すための技法」
を学ぶパートナーとして活用します。

• 「この質問で、探究の問いは解決しそう？」と生成
AIに客観的に評価してもらいます。

• 「インタビュー時間が15分しかないとしたら、どの
質問を残すべき？」と絞り込みの相談をします。

• 「はい／いいえ」で終わる質問を、話が広がる質問
に直すヒントをもらいます。

• 生成AIの指摘を鵜呑みにせず、「いや、これはどう
しても聞きたい」という自分のこだわりを大切にし
ます。

• 生成AIに相手の「想定回答」をいくつか出させ、そ
れに対する「さらに深掘りする質問」を考える練習
をします。
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④ さらに深めるために

電話やインタビューの練習をする（総学、総探、国語）

• 想定学校種：中学校〜

• 教科科目：総合的な学習（探究）の時間、国語

• 生成AIにインタビュー相手を演じさせ、実際の電
話やインタビューのやり取りをチャット（または
音声入力）でシミュレートする。

• 「断られた場合」や「聞き取れなかった場合」な
ど、困った場面での適切な言葉返しを練習する。

• プライバシーに関わる質問をしてしまった際のリ
スクを生成AIから学び、質問内容を修正する。

• 生成AIから自分の言葉遣いや敬語の使い方の
フィードバックを受け、より適切な表現に磨き上
げる。

• 入力した情報を整理し、相手に伝わりやすい「話
し方の構成」を習得する。

あなたは地域の博物館の職員です。私は今から電
話で「インタビューの予約」をします。私が話し
終わったら、職員として返事をしてください。も
し私の説明が分かりにくかったら、わざと「えっ、
どういうこと？」と聞き返してください。また、
終了後に間違った言葉遣いがあったら、指摘して
ください。練習を始めます。…もしもし、〇〇中
学校の〇〇です。

• 想定学校種：小学校高学年〜

• 教科科目：総合的な学習の時間、国語

• インタビュー先の相手（例：商店街の店主、市役
所の職員）の「忙しい時間帯」や「困る頼まれ
方」などを考え、生成AIに教えてもらう。

• 「マナー」を覚えるのではなく、「相手への思い
やり」として必要な要素を理解する。

• 自分たちが電話で伝えなければならない最低限の
情報（自分の所属、目的、必要な時間など）をリ
ストアップする。

• 相手にとって「協力したい」と思えるような、感
じの良い第一声を一緒に考える。

• 生成AIとの対話を通じて、外部の人と連絡を取る
ことへの心理的ハードルを下げる。

今から地域の農家さんに、インタビューのお願い
の電話をかけようとしています。農家さんが一番
忙しくて電話に出られない時間はいつ頃ですか？
また、中学生からの電話を受けたときに、農家さ
んが「応援したいな」と思ってくれるような挨拶
を一緒に考えてください。

• 探究学習において、外部の方への電話依頼やインタ
ビューは、社会とつながる貴重な機会であると同時
に、児童生徒にとっては非常に緊張する場面です。

• 生成AIを「マナーの正解を教えてくれる辞書」とし
て使うのではなく、「失敗しても大丈夫な練習相
手」や「相手の立場を想像するための鏡」として活
用することで、主体性と対話の質を飛躍的に高める
ことができます。

• 当日の想定外のことにも対応できるように生成AIに
何度も「困った反応」をさせて、それを児童生徒が
自力で乗り越える体験こそが、実際の現場での自信
につながります。

• 「日本一忙しいパン屋さんの店主」「あなたは少し
耳が遠いお年寄りです」など、生成AIの設定（ペル
ソナ）を変えて何度も練習します。

• 生成AIとの練習中におかしな返答が来たら、それを
逆手に取り「こんな時どうする？」と議論のネタに
します。

• 「承知いたしました」と「分かりました」の違いな
ど、相手に与える印象の違いを生成AIと検討します。

• 生成AIに「もっと伝わりやすくするには？」「相手
への配慮をするには？」と添削してもらいます。

• 電話を切る際のマナー（相手が切るのを待つなど）
を生成AIからクイズ形式で教わります。
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コラム③ 生成AIで価値を高める

• 生成AIを活用した授業を考えるとき、どんなことをイメージすれば良いの
でしょうか？

• 生成AIに限らず、気が付くと教室にはプロジェクタや指導者用端末、学習
者用端末などが入り、ICTが活用されるようになりました。ベテランの先
生なら「昔はこんな物がものが無くても授業はできた」と思われる方は少
なくないと思います。

• では、何故、ICTがこんなに活用されるようになったのでしょうか？大き
く2つの理由があると思います。１つ目はこれまでの授業ではできなかっ
たことを実現するため、２つ目は社会で使われているツールを学ぶため
です。

• この１つ目の理由こそが生成AIを授業で使うときのヒントでは無いでしょ
うか？楽をするために生成AIを使うのでは無く、生成AIを導入すること
で、学びを充実させる。このことを意識して、生成AIを活用した授業設計
をするのと良いのではないでしょうか。
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第４章
生成AIを活用した授業づくり
この章では、生成AIを活用した授業づくりにチャレンジします。
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生成AIを活用した授業を考えてみよう

• 本ガイドブックでは、数多くの活用事例を収録しています。しかし、
生成AIを活用した学習活動は、これだけではありません。

• この章では、次の４つの研修をとおして、実際に生成AIを使って、
生成AIを活用した授業づくりを考えることにチャレンジしてみま
しょう。

研修番号 研修名 内容

研修４
学習活動のアイデアの種を探そう 学習活動のアイデアの種を探します。

やりたいことが明確であれば、この研修は省略できます。

研修５
学習活動をブラッシュアップしよ
う

学習活動のアイデアの種を児童生徒の伸ばしたい資質能力を意識
した学習活動に整えます。

研修６
学習活動の注意点を把握しよう 授業実践前に情報活用能力（情報モラルを含む）を踏まえた注意

点などを確認します。

研修７
プロンプトを考えよう 考えた学習活動に対応する児童生徒に作って貰いたいプロンプト

の例を考えてみます。
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• 漠然としている生成AIを活用した授業のイメージを
生成AIを活用することで整理し、学習活動のアイデ
アの種を探します。

• どのような生成AIを活用した学習ができるか、生成
AIと相談します（右の活用イメージを参照）。

• ここでは、児童生徒が生成AIを活用するときの視点
を体験する意味でも、生成AIを単なる「答えを出す
道具」ではなく、「アドバイスをくれるコーチ」と
して位置付けるとの考えから、生成AIに一緒に考え
てもらうことにしました。

• しかし、最初に出てきたアイデアは、授業イメージ
と合わなかったために、そのことを伝えて相談を続
けました。

• このようなやりとりを続けることで、学習活動のア
イデアの種を探すことができます。

＜やってみよう＞

生成AIとの対話を通し、学習活動のアイデアの種を探
してみましょう。

学習活動のアイデアの種を探そう研修４

私は中学校２年生の国語の「話すこと・聞くこ
と」で生成AIを活用した授業をしたいと考えて
います。生徒が自分とは異なる立場の人の意見
を聞き、事実とその根拠を論理的に整理する学
習活動を一緒に考えてください。

中学2年生の国語、特に「話すこと・聞くこと」の領域で生成AIを活用
するのは非常に面白い試みですね！この時期の生徒は、論理的な思考が
発達し始める一方で、「自分の意見＝絶対」になりがちです。

AIを「自分とは全く違う価値観を持つ対話相手」に見立てることで、客
観的に情報を整理する力を養う授業案をご提案します。

授業テーマ：AIと論争！「多角的な視点から事実と根拠を整理しよう」

（以下省略）
面白そうな授業アイデアです。しかし、今回、
生徒たちは初めて生成AIを使った授業に取り組
みます。
もうすこし、ゆったりとしたペースで取り組め
るようなアイデアはありませんか？

初めての生成AI活用、楽しみですね！（中略）

「あらかじめAIに出させておいた回答」をクラス全員で読み解くスタイ
ルはいかがでしょうか。
授業案：AIの意見を「解剖」しよう！

（以下省略）

生成AI活用のイメージ
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• 生成AIが出した意見を事実と根拠に基づいて解剖
していく学習活動について、生成AIに相談しなが
ら、具体的なものにしていきます（右の活用イ
メージを参照）。

• 全員が事前に準備した同じ資料で学習するのでは、
これまでの一斉授業と違いが無いため、一人一人
が違う資料で生成AIと対話できるような授業がし
たいと考え、質問をしました。

• 生成AIからは、いくつかのアイデアが提供されま
したが、特に「最初のプロンプトを固定する」と
いう方法は初めて生成AIを使う児童生徒たちには
ピッタリです。しかし、同じ意見が出てきたので
はつまらないために、その改善案を聞いて、学習
活動をブラッシュアップしていきます。

＜やってみよう＞

生成AIとの対話を通し、学習活動をブラッシュアッ
プしてみましょう。

学習活動をブラッシュアップしよう研修５

生成AIが出した意見を事実と根拠に基づいて解
剖していく授業アイデアを具体的にしていきた
いです。
事前に準備した資料で一斉に活動するのではな
く、一人一人が生成AIと対話することは重視し
たいです。

一人一人がAIと向き合い、自分のペースでじっくり「解剖」を進めるス
タイルですね。

初めての生徒さんでも迷わず、かつ「対話の面白さ」を実感できる3ス
テップのワークシート形式の授業案を構成しました。

授業案：AIの主張を「成分解剖」してみよう！

（以下省略）
最初のプロンプトを固定する授業展開は、ス
ムーズな導入にぴったりですね。ただ、同じよ
うな意見文になると困るので、一人一人に違う
課題が出ることを期待したいです。
その時に使えるプロンプトのヒントはあります
か？

一人一人に違う課題（AIの立場）が割り振られると、クラス全体で共有
したときに「そんな視点もあるのか！」という驚きが生まれ、授業がよ
り活性化しますね。生徒が入力するプロンプトに「出席番号」や「自分
の好きなもの」を組み込むことで、生成される回答を分散させるテク
ニックをご紹介します。

（以下省略）

生成AI活用のイメージ
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• ここまでの間に生成AIは多くの学習活動の注意点を
伝えてきたと思います。

• しかし、多くの先生方にとってICTを導入する場合に
気になるのは、学習の基盤となる資質・能力の一つ
である「情報活用能力（情報モラルを含む）」の観
点ではないでしょうか？

• このことについても、先生方が気になる部分以外に
何か配慮すべき事があるのか、生成AI確認してみま
しょう（右の活用のイメージを参照）。

• 特に心配になる指導上の注意点（リスク管理と配
慮）に触れられているのは、授業を行う上で心強い
と思います。もしも、生成AIが答えてくれなければ、
改めて聞いてみるのも良いでしょう。

＜やってみよう＞

生成AIとの対話を通し、授業を実施するにあたっての
伸ばしたい資質・能力と注意点について整理してみま
しょう。

学習活動の注意点を把握しよう研修６

この授業の実施にあたり、情報活用能力（情
報モラルを含む）において、伸ばしたい資
質・能力と指導上注意すべきことの両面から
整理してください。

生成AIを国語の授業に取り入れる際、単なる「便利な道具」として
ではなく、「情報の送り手の意図を読み解く力」と「情報の真偽を
確かめる態度」を育む絶好の機会となります。

文部科学省の「情報活用能力」の体系に基づき、今回の授業で伸ば
したい資質・能力と、指導上の留意点を整理しました。

1.伸ばしたい資質・能力（学習のねらい）

（中略）

2. 指導上の注意点（リスク管理と配慮）

（中略）

3. 指導のヒント：情報活用能力を促す「問いかけ」

（以下省略）

生成AI活用のイメージ
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コラム④ 生成AIで教員は不要になる！？

• 本ガイドブックを作っている過程でモヤモヤしたのは、児童生徒が生成AIと壁打ちすれ
ば個別に学べるようになるのではないか、すなわち「私たち教員の存在は必要なのか」
という問いでした。

• 生成AIにはハルシネーションがあるとはいいますが、年々、ハルシネーションは少なく
なっています。また、生成AIが、難易度の高いとされている既存の資格試験や大学受験
に合格するレベルの解答をしたというニュースも流れています。

• チョット不安になって「生成AIが進化すると、学校において教員の役割は不要になるの
ではないでしょうか？」と生成AIに聞いてみました。

• すると生成AIは、「結論から申し上げますと、教員の役割が「不要」になるのではなく、
その役割が劇的に「変化」するというのが、2026年現在の教育界における共通認識です。
かつての教員は、いわば「知識の運び屋（伝達者）」でしたが、これからは「伴走者
（ファシリテーター）」としての価値がより高まっていきます。具体的にどう変わるの
か、3つのポイントで解説します。（以下省略）」と答えてきました。

• 「生成AIの回答を丸写ししたレポートが出てきたらどうする？」という心配も大切かも
知れませんが、ICTや生成AIが存在していることを前提とした授業づくりを意識してい
く必要があるのではないでしょうか。
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• 児童生徒に生成AIを活用させるときに悩ましいのは、
プロンプトではないでしょうか？

• プロンプトは、例えば右の項目の様に整理すると良
いのではないでしょうか。

• 生成AIに慣れていない児童生徒がプロンプトをゼロ
から作ることは難しいでしょうから、最初は先生が
お手本として、プロンプトを作り、その一部分を空
欄として、児童生徒にその空欄を埋めさせて、生成
AIに質問をさせるところから始めるのも良いでしょ
う。

• 大切なポイントとしては、「生成AIを答えを教える
便利な道具にしない」ことです。児童生徒自身が試
行錯誤するのを手伝う道具として生成AIを活用しま
しょう。

＜やってみよう＞

実際の授業場面を想定し、児童生徒に作って貰いたい
プロンプトを考えて、実際に生成AIに入力してみま
しょう。

プロンプトを考えよう

64

研修７

項目 目的 具体例

自分について 生成AIに回答
のレベルを意
識させる

私は中学２年生です。

やっていること、
理解しているこ
と

自分自身が調
べたことや理
解したことを
伝える

宮城県の郷土料理につ
いて調べていますが、
まとめ方の視点が整理
できていません。

生成AIのペルソ
ナ

どんな立場で
回答して欲し
いかを伝える

あなたは料理の研究家
として、

何をして欲しい
か

生成AIにやっ
て貰いたいこ
とを伝える

宮城県の郷土料理を整
理する上での着目点を
私と一緒に考えてくだ
さい。

どのような回答 回答の例を示
したり、制限
を伝える

整理方法そのものの答
えではなく、ヒントを
示してください。



コラム⑤ 生成AIは思考を広げることができるのか

• 生成AIを壁打ちの相手として上手に活用することで、今までにはな
い視点を持つことや自分の考えをまとめることができることは、先
生方も既に十分体験されていると思います。

• 企業等でも生成AIを効率よく活用することで、業務の効率化が進ん
でいることを耳にすることも多くなっています。

• しかし、短時間で一定の質が担保された仕事が簡単にできるように
なった一方で、「いかにも生成AIが書いた文書だらけ」「生成AIに
頼るので、似たようなアイデアだらけ」といった弊害も起きている
という指摘もあります。

• 児童生徒が生成AIに依存して何かを失うのではなく、上手に活用し
て思考を広げたり、考えを深めたりすることができるような授業設
計を私たちがする必要があるのではないでしょうか。
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おわりに

本ガイドブックは、教員の皆様に研鑽のきっかけとして活用し
てもらうことを目的に作成しました。

本ガイドブックで取り上げた活用事例は、生成AI活用の一例
に過ぎず、生成AIは、教職員の創意工夫と生成AIそのものの進
化で、その可能性をますます広げ、授業や校務で大きな役割を果
たすと想像されます。

その実現に向け、教員の皆様が本ガイドブックを活用し、児童
生徒と共に生成AI活用を推進していただければ幸いです。

学校の校内研修や個人研修で利用する場合に限り、改変を行わないことを条件に自由に利用することができます。
本ガイドブックに関する御質問等は、宮城県総合教育センター情報教育班（TEL 022-784-3560）までお願いします。
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【ＰＲ】
宮城県総合教育センター
コンテンツ紹介

令和７年２月１０日に配
信した生成AI活用研修ガ
イドブック（R1.0）に関
するＭナビＴＶ－情報教
育チャンネル－の番組で
す。

https://www.youtube.com/watch?v=XWNStPkf4iY
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https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/mnabisinbun.html
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/mnavitv-jyoho.html
https://www.youtube.com/channel/UCoLbKEMsn-7KlN6V2FFp0Qw
https://www.pref.miyagi.jp/site/sokyos/withict.html
https://www.youtube.com/watch?v=XWNStPkf4iY


更新履歴

版 公開日 主な更新内容

R1.0 令和8年3月31日 • 初版公開
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